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大
阪
商
工
会
議
所
は
こ
の
ほ
ど
、「
２
０
２
６
年
度
中
堅
・
中
小
・
小
規
模
企
業
対
策
に
関
す
る
要
望
」を
、
首
相
、

経
済
産
業
相
は
じ
め
政
府
関
係
機
関
・
与
党
幹
部
、
大
阪
府
知
事
、
大
阪
市
長
ら
に
建
議
し
た
。
米
国
の
関
税
措
置

に
よ
る
中
小
企
業
等
へ
の
悪
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
中
、
対
象
を
絞
り
込
ん
だ
追
加
支
援
策
を
求
め
た
ほ
か
、
新
事
業

展
開
に
意
欲
を
示
す
中
小
企
業
等
へ
の
支
援
と
し
て「
企
業
間
・
産
学
官
連
携
の
促
進
支
援
」「
ポ
ス
ト
万
博
の
成
長

に
向
け
た
支
援
」
を
求
め
る
な
ど
、
合
計
４３
項
目
（
う
ち
新
規
要
望
は
２８
項
目
）
を
要
望
し
た
。

大
阪
商
工
会
議
所
と
英
国
グ
レ
ー
タ
ー
・
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
（
以
下
、
Ｇ
Ｍ
）
の
産

業
支
援
機
関
「
Ｍ
Ｉ
Ｄ
Ａ
Ｓ
」
は
６
月
１８
日
、
鳥
井
信
吾
大
商
会
頭
と
、
マ
ン
チ
ェ
ス

タ
ー
市
議
会
長
兼
Ｍ
Ｉ
Ｄ
Ａ
Ｓ
理
事
の
べ
ヴ
・
ク
レ
イ
グ
氏
の
署
名
に
よ
り
連
携
協
定

を
締
結
し
た
。
同
協
定
は
、
万
博
を
機
に
Ｇ
Ｍ
の
ア
ン
デ
ィ
・
バ
ー
ナ
ム
市
長
率
い
る

ミ
ッ
シ
ョ
ン
団
が
来
阪
す
る
機
会
を
捉
え
、
両
地
域
間
ビ
ジ
ネ
ス
を
促
進
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
る
。

マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
は
、
１９

世
紀
の
産
業
革
命
の
中
心
地

で
あ
り
、
以
降
も
革
新
的
な

技
術
や
研
究
を
生
み
続
け
る

産
業
都
市
。
ノ
ー
ベ
ル
賞
受

賞
者
を
多
数
輩
出
す
る
マ
ン

チ
ェ
ス
タ
ー
大
学
を
は
じ

め
、
優
れ
た
大
学
・
研
究
機

関
が
集
積
し
て
い
る
。
大
商

の
初
代
会
頭
・
五
代
友
厚
も

１
８
６
５
年
に
マ
ン
チ
ェ
ス

タ
ー
で
紡
績
機
械
を
購
入

し
、
日
本
の
紡
績
産
業
の
礎

を
築
い
た
。
そ
の
後
、
大
阪

は
「
東
洋
の
マ
ン
チ
ェ
ス
タ

ー
」
と
称
さ
れ
る
ま
で
発
展

す
る
な
ど
、
両
都
市
は
歴
史

的
に
深
い
つ
な
が
り
が
あ

る
。近

年
、
Ｇ
Ｍ
は
２
０
３
８

年
の
カ
ー
ボ
ン
ゼ
ロ
達
成
を

目
標
に
脱
炭
素
の
取
り
組
み

を
加
速
す
る
ほ
か
、
ラ
イ
フ

サ
イ
エ
ン
ス
や
新
素
材
分
野

で
有
数
の
実
績
を
誇
る
。
大

阪
市
と
は
脱
炭
素
分
野
を
き

っ
か
け
に
連
携
分
野
を
拡
大

し
て
お
り
、
大
商
も
セ
ミ
ナ

ー
や
視
察
団
派
遣
を
通
じ
て

交
流
を
図
っ
て
き
た
。

鳥
井
会
頭
は
「
今
回
の
協

定
を
き
っ
か
け
に
、
今
後
は

Ｇ
Ｍ
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
エ

コ
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た
在

阪
企
業
の
海
外
展
開
支
援
、

企
業
の
相
互
進
出
・
貿
易
支

援
な
ど
で
連
携
を
強
化
し
た

い
」
と
述
べ
た
。

連
携
の
第
一
歩
と
し
て
、

締
結
式
後
に
は
マ
ン
チ
ェ
ス

タ
ー
の
優
れ
た
産
業
や
技

術
、
ビ
ジ
ネ
ス
連
携
の
可
能

性
を
紹
介
す
る
セ
ミ
ナ
ー
＆

ビ
ジ
ネ
ス
交
流
会
が
開
か

れ
、
日
本
企
業
か
ら
４０
人
が

参
加
し
、活
発
に
交
流
し
た
。

同
１９
日
に
は
、
英
国
・
Ｇ

Ｍ
主
催
に
よ
る
ビ
ジ
ネ
ス
イ

ベ
ン
ト
が
万
博
会
場
の
英
国

パ
ビ
リ
オ
ン
で
開
か
れ
た
。

パ
ネ
ル
討
論
に
大
商
の
上
野

裕
明
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
振

興
委
員
長
（
田
辺
三
菱
製
薬

代
表
取
締
役
、
当
時
）
が
登

壇
し
、
Ｇ
Ｍ
と
大
阪
の
ラ
イ

フ
サ
イ
エ
ン
ス
分
野
に
お
け

る
連
携
可
能
性
に
つ
い
て
議

論
。
立
野
純
三
副
会
頭
が
閉

会
あ
い
さ
つ
に
立
ち
、
そ
れ

ぞ
れ
の
強
み
を
持
つ
両
都
市

の
ビ
ジ
ネ
ス
連
携
を
、
大
商

と
Ｍ
Ｉ
Ｄ
Ａ
Ｓ
が
支
援
し
て

い
く
こ
と
を
表
明
し
た
。

【
問
合
せ
】
国
際
部
�
６
９

４
４
・
６
４
０
０

１
９
９
０
年
に
鶴
見
緑
地
で

開
か
れ
た
国
際
花
と
緑
の
博
覧

会
（
花
の
万
博
）
は
、
ア
ジ
ア

初
の
国
際
園
芸
博
。
会
期
中
、

同
博
覧
会
協
会
の
会
長
代
行
を

努
め
大
車
輪
の
活
躍
を
し
た
の

が
第
２１
代
大
阪
商
工
会
議
所
会

頭
で
サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
２
代
目
社
長
の
佐
治
敬

三
氏（
写
真
）。
創
業
者
で
あ
る

鳥
井
信
治
郎
氏
の
次
男
だ
。
８４

回
に
及
ぶ
各
国
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル

デ
ー
の
式
典
、
７０
回
の
各
国
政

府
賓
客
を
招
い
た
歓
迎
レ
セ
プ

シ
ョ
ン
な
ど
で
も
接
遇
に
あ
た

っ
た
。

花
の
万
博
を
機
に
、「
不
可
能

の
代
名
詞
」
と
ま
で
言
わ
れ
て

き
た
青
い
バ
ラ
の
開
発
に
着

手
。
バ
イ
オ
ビ
ジ
ネ
ス
の
先
駆

け
と
な
っ
た
遺
伝
子
改
変
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
粘
り
強
く
積
み
重

ね
、
２
０
０
４
年
、
世
界
で
初

め
て
青
い
バ
ラ
の
開
発
成
功
を

発
表
。
０９
年
に「
ア
プ
ロ
ー
ズ
」

（
喝
采
・
花
言
葉
は
「
夢
か
な

う
Ｔ
Ｍ

」）の
ブ
ラ
ン
ド
で
販
売
を

開
始
し
た
。「
美
感
遊
創
」
を
掲

げ
、
大
商
で
は
ワ
ー
ル
ド
・
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
・
フ
ェ
ア
や
世
界

ビ
ジ
ネ
ス
・
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

な
ど
の
新
規
事
業
を
展
開
し
、

大
商
に
新
風
を
吹
き
込
ん
だ
。

創
業
者
の
孫
に
あ
た
る
第
２７

代
大
商
会
頭
の
鳥
井
信
吾
氏

は
、
こ
の
青
い
バ
ラ
を
イ
メ
ー

ジ
し
て
果
敢
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す

る
女
性
に
ブ
ル
ー
ロ
ー
ズ
賞
を

授
与
す
る
な
ど
女
性
活
躍
を
積

極
的
に
後
押
し
。
２
０
２
５
年

大
阪
・
関
西
万
博
で
も
地
元
ホ

ス
ト
役
の
一
翼
を
担
う
。

�
花
の
万
博
会
場

�
青
い
バ
ラ

写
真
提
供
�
国
際
花
と
緑
の
博
覧

会
協
会
、
サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
デ

ィ
ン
グ
ス

米
国
の
追
加
関
税
措
置
に

対
し
、
大
き
な
影
響
を
受
け

る
輸
出
企
業
な
ど
に
絞
っ
た

追
加
支
援
策
と
し
て
、
輸
出

先
の
変
更
な
ど
に
取
り
組
む

中
小
企
業
等
へ
の
資
金
繰
り

支
援
や
、
新
規
顧
客
開
拓
を

進
め
る
中
小
企
業
等
へ
の
補

助
要
件
の
緩
和
な
ど
を
要

望
。ま
た
、関
税
に
よ
る
販
売

価
格
上
昇
分
を
、
中
小
企
業

等
へ
の
値
下
げ
要
請
で
賄
う

こ
と
の
な
い
よ
う
適
正
価
格

で
の
取
引
支
援
を
求
め
た
。

中
小
企
業
等
の
中
に
は
、

新
事
業
展
開
に
関
心
の
あ
る

企
業
が
多
い
一
方
、
経
営
資

源
に
限
り
が
あ
り
、
単
独
で

新
事
業
に
取
り
組
む
の
は
ハ

ー
ド
ル
が
高
い
。
そ
こ
で
、

企
業
間
連
携
・
産
学
官
連
携

な
ど
を
促
進
す
る
「
共
創
促

進
補
助
金（
仮
称
）」の
創
設

を
要
望
し
た
。

さ
ら
に
、
大
阪
・
関
西
万

博
を
中
小
企
業
等
の
今
後
の

成
長
に
つ
な
げ
る
た
め
、
万

博
で
展
示
・
活
用
さ
れ
た
製

品
や
サ
ー
ビ
ス
の
社
会
実
装

・
ビ
ジ
ネ
ス
拡
大
支
援
や
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
の
高
付

加
価
値
化
な
ど
を
求
め
た
。

そ
の
ほ
か
、
海
外
市
場
展

開
支
援
、
省
力
化
・
省
人
化

支
援
、健
康
経
営
推
進
支
援
、

賃
上
げ
促
進
支
援
、
事
業
承

継
・
Ｍ
＆
Ａ
支
援
、
事
業
再

生
支
援
、
イ
ン
ボ
イ
ス
対
応

支
援
な
ど
を
要
望
し
た
。

同
要
望
は
、
中
堅
・
中
小

企
業
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

な
ど
を
も
と
に
、
中
堅
・
中

小
企
業
委
員
会
（
委
員
長
�

更
家
悠
介
・
サ
ラ
ヤ
社
長
）

で
取
り
ま
と
め
、
来
年
度
予

算
の
概
算
要
求
な
ど
へ
の
反

映
を
目
指
し
、
こ
の
タ
イ
ミ

ン
グ
で
要
望
し
た
も
の
。

【
問
合
せ
】
企
画
広
報
室
�

６
９
４
４
・
６
３
０
４

大
阪
商
工
会
議
所
は
６
月

１８
〜
２０
日
、
大
阪
府
、
大
阪

市
と
と
も
に
構
成
す
る
「
実

証
事
業
推
進
チ
ー
ム
大
阪

（
以
下
、「
推
進
チ
ー
ム
」）」

で
、
竹
中
工
務
店
を
代
表
法

人
と
す
る
海
床
ロ
ボ
ッ
ト
コ

ン
ソ
ー
シ
ア
ム
と
水
上
安
全

協
会
が
共
同
で
実
施
す
る
都

市
型
自
動
運
転
船「
海
床（
う

み
ど
こ
）
ロ
ボ
ッ
ト
」
に
よ

る
都
市
の
水
辺
の
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
に
関
す
る
実
証
実
験

を
支
援
し
た
（
写
真
）。

「
海
床
ロ

ボ
ッ
ト
」
と

は
、
海
や
運

河
・
河
川
な

ど
の
水
面
に

浮
か
べ
た
床

（
９
平
方
�
）

が
自
動
で
離

着
岸
す
る
自
動
運
転
船
の
こ

と
。
４
回
目
と
な
る
今
回
の

実
証
実
験
で
は
、
大
阪
城
公

園
の
東
外
堀
で
「
海
床
ロ
ボ

ッ
ト
」
の
よ
り
安
全
な
自
動

運
航
の
実
現
に
向
け
て
、
水

中
お
よ
び
水
面
の
環
境
デ
ー

タ
を
航
行
制
御
に
活
用
す
る

可
能
性
を
検
証
し
た
。

実
証
実
験
で
得
た
結
果
を

も
と
に
、
同
コ
ン
ソ
ー
シ
ア

ム
は
、「
海
床
ロ
ボ
ッ
ト
」
の

社
会
実
装
に
向
け
て
必
要
な

技
術
検
証
を
進
め
る
。

【
問
合
せ
】
産
業
・
技
術
振

興
担
当
�
６
９
４
４
・
６
３

０
０

大阪商工会議所が実施する財務諸表に
示された会計情報を理解・分析し、企業
の経営実態を正しく把握するための「ビ
ジネス会計検定試験」。今回は、受験企業
の声、出題例なども交えて紹介する。
４～６月期 関西企業の景況感 �
大商事業活用事例を紹介（大阪クリエ
イトフェア） �
パビリオンユニフォームから楽しむ万
博 �

（上から時計回りに）記念撮影に臨む大商の鳥井信吾
会頭（中央左）、森島弘光国際ビジネス委員長（左から
２人目）、近藤博宣常務理事・事務局長（左端）、マン
チェスター市議会長兼ＭＩＤＡＳ理事のべヴ・クレイ
グ氏（中央右）、グレーター・マンチェスター市長のア
ンディ・バーナム氏（右から２人目）、マイケル・ブラ
イス在大阪英国総領事（右端）�６月１８日、大商▽閉
会あいさつに立つ立野純三副会頭�同１９日、英国パビ
リオン▽パネル討論に登壇する上野裕明ライフサイエ
ンス振興委員長�同１９日、英国パビリオン

大阪商工会議所は、特に中小企業の
効果的な採用活動を支援するため採用
担当者同士が意見交換できるイベント
（全２回）を開く。
近年、採用市場は大きく変化し、企業

間の人材獲得競争が激化する中で、「ど
うすれば自社に合った人材を確保でき
るか」「若者の価値観にどう対応すべき
か」などの悩みを抱えている採用担当
者は多い。
テーマは、第１回「新卒採用につい

て」、第２回「中途採用について」。参加
者はそれぞれ採用活動の実態や課題、
成功事例などを持ち寄り、率直に意見
を交わすことで、今後の採用活動のヒ
ントを得ることを目的とする。
第１回は７月２４日、第２回は８月２９

日。各回とも午後３～５時、
大商で。
問合せ 研修・採用支援担当

�６９４４・６４９９

大
阪
商
工
会
議
所
と
英
国

グ
レ
ー
タ
ー
・
マ
ン
チ
ェ
ス

タ
ー（
以
下
Ｇ
Ｍ
）の
産
業
支

援
機
関「
Ｍ
Ｉ
Ｄ
Ａ
Ｓ
」が
６

月
１８
日
、
連
携
協
定
を
結
ん

だ
。
大
商
の
鳥
井
信
吾
会
頭

と
と
も
に
出
席
し
た
Ｇ
Ｍ
市

長
の
ア
ン
デ
ィ
・
バ
ー
ナ
ム

氏
が
大
阪
滞
在
中
に
「
両
都

市
交
流
の
原
点
」
と
何
度
も

言
及
し
た
人
物
こ
そ
、
大
商

の
創
設
者
で
初
代
会
頭
の
五

代
友
厚
だ
っ
た
。

五
代
は
１
８
６
５
年
に
薩

摩
藩
留
学
生
の
引
率
者
と
し

て
渡
英
、
こ
の
時
マ
ン
チ
ェ

ス
タ
ー
を
訪
問
し
た
。
既
に

世
界
最
初
の
鉄
道
が
開
通
し

て
お
り
、
産
業
革
命
の
中
心

地
と
し
て
「
世
界
の
工
場
」

の
名
に
ふ
さ
わ
し
い
発
展
を

遂
げ
て
い
た
マ
ン
チ
ェ
ス
タ

ー
は
、
産
業
振
興
の
重
要
性

を
強
く
五
代
に
印
象
付
け
た

こ
と
だ
ろ
う
。
五
代
は
こ
の

時
、
紡
績
機
械
を
日
本
に
持

ち
帰
り
、
日
本
で
２
番
目
の

紡
績
工
場
、
堺
紡
績
所
の
設

立
に
も
携
わ
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
五
代
が
基
礎

を
築
い
た
大
阪
の
紡
績
業
を

さ
ら
に
発
展
さ
せ
た
の
が
、

日
本
最
初
の
近
代
紡
績
会

社
、
大
阪
紡
績
会
社
（
後
の

東
洋
紡
）。こ
の
創
立
時
の
技

師
長
、
山
辺
丈
夫
が
マ
ン
チ

ェ
ス
タ
ー
で
近
代
紡
績
の
基

礎
を
学
ん
だ
こ
と
が
大
阪
紡

績
会
社
の
成
功
に
つ
な
が
っ

た
。
こ
こ
で
も
大
阪
と
マ
ン

チ
ェ
ス
タ
ー
は
深
く
結
び
つ

い
て
い
る
。

大
阪
は
そ
の
後
、
工
業
の

発
展
に
よ
る
「
東
洋
の
マ
ン

チ
ェ
ス
タ
ー
」
と
呼
ば
れ
る

時
代
を
経
て
今
や
２
度
の
万

博
開
催
地
と
な
り
、
マ
ン
チ

ェ
ス
タ
ー
市
長
自
ら
「
次
は

マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
を
『
西
洋

の
大
阪
』に
」と
話
す
ほ
ど
の

国
際
産
業
都
市
へ
と
成
長
し

た
。先
人
が
海
を
越
え
、道
を

開
き
、
１
６
０
年
の
時
を
超

え
育
ん
だ
両
都
市
の
友
好
を

切
ら
さ
ず
、
次
の
世
代
、
未

来
に
つ
な
い
で
い
き
た
い
。

昭和歌謡を披露するステージも
にぎわった�６月２２日、大阪市五代友厚

大
阪
商
工
会
議
所
流
通
活

性
化
委
員
会
（
委
員
長
�
山

本
博
史
・
小
倉
屋
山
本
社

長
）
は
６
月
２２
日
、「
レ
ト
ロ

ビ
ル
商
店
街
」
集
客
支
援
事

業
と
し
て
、
あ
べ
の
ベ
ル
タ

（
大
阪
市
阿
倍
野
区
）
で
「
レ

ト
ロ
ビ
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

２
０
２
５
ｉ
ｎ
あ
べ
の
ベ
ル

タ
」
を
開
い
た
。

昨
年
に
引
き
続
き
２
回
目

の
今
回
は
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン

ト
数
や
出
展
ブ
ー
ス
数
が
増

え
た
。
大
人
向
け
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
と
し
て
関
西
圏
の
４
つ

の
酒
蔵
に
よ
る
利
き
酒
イ
ベ

ン
ト
や
、
同
施
設
の
目
玉
で

あ
る
シ
ャ
ン
デ
リ
ア
を
囲
ん

だ
純
喫
茶
、
昭
和
の
古
本
な

ど
を
出
店
す
る
書
店
も
一
日

限
り
で
オ
ー
プ
ン
。
老
若
男

女
約
２
千
人
が
参
加
し
、
活

気
で
あ
ふ
れ
た
。
参
加
者
か

ら
は
「
ベ
ル
タ
が
に
ぎ
わ
う

こ
の
フ
ェ
ス
は
魅
力
的
。
来

年
度
も
期
待
し
て
い
る
」
と

い
っ
た
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。

「
レ
ト
ロ
ビ
ル
商
店
街
」

は
、
再
開
発
ビ
ル
な
ど
に
あ

る
個
店
が
集
ま
る
商
業
フ
ロ

ア
を
指
す
名
称
。
大
商
は
今

後
も
、
他
の
施
設
に
も
参
加

を
呼
び
か
け
、
新
た
な
大
阪

の
街
歩
き
の
場
と
し
て
「
レ

ト
ロ
ビ
ル
商
店
街
」
の
情
報

発
信
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

【
問
合
せ
】
流
通
・
サ
ー
ビ

ス
産
業
部
�
６
９
４
４
・
６

４
４
０

大阪商工会議所は、１１月１４日「第２９
回買いまっせ�売れ筋商品発掘市」を
開催する。今回は会場をマイドームお
おさかに変更。
今回は約８０社の買い手企業が参加す
る予定。買い手企業の詳細や、仕入れ
希望などは７月以降にホームページで
順次公開する。
同商談会は日本最大級の売り込み型

商談会。百貨店やスーパー、通販など
の大手流通業のバイヤーが買い手企業
としてブースを構え、そこに全国の中
小製造業、卸売業が売り手企業として
直接売り込みをかける。
売り手企業の参加申し込みはホーム

ページから受け付け中で、１０月２８日が
締め切り。先着順で定員１，０００人。参加
費は会員１人９，０００円、一般は同１８，０００
円。
問合せ 流通・サービス産業

部
�６９４４・６４４０

共
創
を
愉
し
む

数
人
の
メ
ン
バ
ー
と
膝
を

突
き
合
わ
せ
な
が
ら
、
新
し

い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
方
向
性

を
議
論
し
て
い
た
。
私
た
ち

の
目
標
は
、
異
な
る
専
門
分

野
を
持
つ
メ
ン
バ
ー
が
集
ま

り
、
知
識
と
経
験
を
掛
け
合

わ
せ
て
よ
り
良
い
価
値
を
生

み
出
す
こ
と
だ
っ
た
。
最
初

は
意
見
が
交
錯
し
、
ど
の
方

向
に
進
む
べ
き
か
の
調
整
に

時
間
を
要
し
た
が
、
議
論
を

重
ね
る
う
ち
に
互
い
の
知
見

を
活
か
し
た
ア
イ
デ
ア
が
形

に
な
り
始
め
た
。
ウ
イ
ス
キ

ー
研
究
開
発
者
や
経
営
指
導

員
、
本
部
職
員
な
ど
、
様
々

な
視
点
が
融
合
し
、
一
人
で

は
生
ま
れ
な
か
っ
た
ア
イ
デ

ア
が
生
ま
れ
る
瞬
間
を
感
じ

た
▼
共
創
の
醍
醐
味
は
、
異

な
る
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を

持
つ
人
々
と
協
力
す
る
こ
と

で
視
野
が
広
が
り
、
新
た
な

発
想
が
生
ま
れ
る
こ
と
だ
▼

「
飲
み
に
行
き
ま
し
ょ
う

�
」。
自
由
に
話
せ
る�
飲
み

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
�
を
通
じ
て

心
の
距
離
が
縮
ま
り
、
信
頼

と
理
解
、結
束
力
が
深
ま
る
。

ザ
イ
ア
ン
ス
の
法
則
、
い
わ

ゆ
る
「
単
純
接
触
効
果
」
に

な
ぞ
ら
え
れ
ば
、こ
れ
は「
単

純
飲
食
効
果
」
と
で
も
言
え

る
だ
ろ
う
。
チ
ー
ム
の
結
束

が
強
ま
る
こ
と
で
、
ア
イ
デ

ア
が
形
に
な
り
や
す
く
な
る

▼
共
創
に
は
、
専
門
知
識
だ

け
で
な
く
、
柔
軟
な
人
間
関

係
、
何
よ
り
自
分
自
身
が
新

た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
楽
し
む

こ
と
が
不
可
欠
だ
と
実
感
し

た
。

（
５
猫
１
犬
）

◆個人情報の取り扱い 大阪商工会議所が主催するセ
ミナーなどの参加申込書にご記入いただいた情報は、大
商からの各種連絡・情報提供に利用するほか、講師には
参加者名簿として提供します。

採用担当者の就職情報交換会

大手バイヤーに売り込む好機
今年は１１月、マイドームおおさかで

�特集�
ビジネス会計検定試験で身につける
「企業の『今』と『未来』を読み解く
チカラ」 �

米米
追追
加加
関関
税税
にに
対対
すす
るる
支支
援援
なな
どど

▼詳細は
こちら

レ
ト
ロ
ビ
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

中
堅
・
中
小
・
小
規
模
企
業
対
策
を
要
望

あ
べ
の
ベ
ル
タ
に
約
２
千
人

大
商
、英
・
産
業
支
援
機
関
と
連
携
協
定

両
地
域
間
の
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
促
進

大
阪
と
英
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
交
流
の
原
点

大
商
の
初
代
会
頭
、五
代
友
厚

佐
治
敬
三
サ
ン
ト
リ
ー
２
代
目
社
長

世界初、青いバラの開発に挑戦

都
市
型
自
動
運
転
船�
海
床
ロ
ボ
ッ
ト
�

大
阪
城
公
園
東
外
堀
で
実
証
実
験

▼同事業の
詳細は
こちら

万万博博とと企企業業家家たたちち �７�

２０２５年（令和７年）７月１０日 木曜日大 商 ニ ュ ー ス（昭和４９年８月２０日第３種郵便物認可）第 号１３８０（１）
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足
も
と
４
〜
６
月
期
の
国

内
景
気
Ｂ
Ｓ
Ｉ
値
（
「
上
昇
」

と
回
答
し
た
割
合
か
ら
「
下

降
」
と
回
答
し
た
割
合
を
差

し
引
い
た
値
）
は
マ
イ
ナ
ス

１６
・
７
。
コ
ロ
ナ
禍
明
け
の

２
０
２
３
年
４
〜
６
月
期
以

降
プ
ラ
ス
を
維
持
し
て
き
た

が
、
初
め
て
マ
イ
ナ
ス
に
転

じ
た
。
回
答
企
業
か
ら
は
、

米
国
の
関
税
措
置
に
よ
る
先

行
き
不
透
明
感
を
懸
念
す
る

声
が
多
く
聞
か
れ
た
。一
方
、

大
阪
・
関
西
万
博
や
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
の
増
加
に
よ
る
プ
ラ

ス
の
声
も
あ
っ
た
。

４
〜
６
月
期
の
自
社
業
況

の
Ｂ
Ｓ
Ｉ
値
も
マ
イ
ナ
ス
５

・
４
と
、
９
期
ぶ
り
の
マ
イ

ナ
ス
。
規
模
別
で
は
、
大
企

業
が
１
・
５（
前
回
１９
・
８
）

と
前
回
と
比
べ
プ
ラ
ス
幅
が

縮
小
、
中
小
企
業
は
マ
イ
ナ

ス
１１
・
５
（
前
回
マ
イ
ナ
ス

３
・
９
）
と
マ
イ
ナ
ス
幅
が

拡
大
し
た
。

ま
た
、
人
件
費
や
労
務
費

の
上
昇
分
の
価
格
転
嫁
に
つ

い
て
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
要
請

し
た
額
の
う
ち
半
分
以
上
の

価
格
転
嫁
が
受
け
入
れ
ら
れ

た
と
回
答
し
た
企
業
が
半
数

（
５０
・
０
％
）
と
な
っ
た
。

し
か
し
大
企
業
が
５７
・
０
％

な
の
に
対
し
、
中
小
企
業
で

は
４４
・
９
％
と
、
規
模
に
よ

る
差
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

一
方
、
要
請
し
た
も
の
の

全
く
転
嫁
で
き
て
い
な
い
と

の
回
答
も
約
２
割
（
１８
・
３

％
）
あ
っ
た
。

【
問
合
せ
】
企
画
広
報
室
�

６
９
４
４
・
６
３
０
４

か
つ
て
紡
績
で
「
東
洋
の

マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
」
と
呼
ば

れ
、
地
元
に
居
住
す
る
職
人

の
技
が
高
度
成
長
期
の
造
船

・
鉄
鋼
分
野
を
支
え
た
大
正

区
。
こ
の
町
は
今
、
居
住
人

口
３０
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
が
高

齢
者
で
、
健
康
寿
命
の
延
伸

や
人
口
減
少
が
顕
在
化
す

る
。地

域
資
源
を
活
用
し
て
こ

れ
ら
の
課
題
解
決
を
試
み
る

の
が
「
り
び
ん
ぐ
ラ
ボ
大
阪

関
西
」。同
グ
ル
ー
プ
は
２
０

２
０
年
、
も
の
づ
く
り
の
技

術
・
発
想
で
医
療
分
野
の
研

究
開
発
を
図
る
目
的
で
産
声

を
上
げ
た
。
そ
の
後
、
コ
ロ

ナ
感
染
症
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

を
機
に
地
域
基
幹
病
院
や
福

祉
機
関
を
支
え
る
「
医
工
福

連
携
」
と
し
て
躍
進
し
、
現

在
に
至
っ
て
い
る
。

彼
ら
が
取
り
組
む
の
は
工

業
分
野
の
Ｉ
ｏ
Ｔ
／
Ｄ
Ｘ
技

術
を
ヘ
ル
ス
ケ
ア
分
野
に
応

用
し
た
製
品
や
、
町
工
場
が

脈
々
と
培
っ
て
き
た
熟
練
の

技
術
と
斬
新
な
企
画
ア
イ
デ

ア
を
結
び
付
け
た
も
の
。
一

例
を
上
げ
る
と
、
病
院
内
の

大
部
屋
（
２０
人
程
度
）
で
一

室
丸
ご
と
の
夜
間
検
温
を
行

う
ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
体
温
測
定

器
。
無
線
通
信
に
対
応
し
、

呼
吸
リ
ハ
ビ
リ
を
効
果
的
に

サ
ポ
ー
ト
す
る
呼
吸
筋
力
訓

練
器
具
。
患
者
の
状
態
に
応

じ
て
色
調
が
変
化
す
る
無
線

通
信
機
能
付
き
メ
ッ
シ
ュ
型

次
世
代
照
明
器
具
な
ど
。

こ
う
し
た
製
品
開
発
を
支

え
る
の
は
、
製
品
企
画
、
機

構
設
計
、
機
械
金
属
加
工
、

溶
接
、
無
線
通
信
技
術
、
ア

プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
開

発
、
工
業
デ
ザ
イ
ン
と
い
っ

た
多
岐
に
わ
た
る
要
素
技

術
。
多
様
な
専
門
性
を
持
つ

メ
ン
バ
ー
企
業
た
ち
が
「
医

療
、
介
護
福
祉
で
働
く
人
の

役
に
立
ち
た
い
」
と
の
思
い

で
、現
場
目
線
で
の
課
題
を
、

時
に
は
動
力
を
使
わ
な
い
機

械
機
構
で
、
時
に
は
最
先
端

の
Ｉ
ｏ
Ｔ
を
活
用
し
な
が
ら

解
決
し
て
い
る
。

彼
ら
が
大
阪
・
関
西
万
博

に
出
展
す
る
の
は
、
重
い
ベ

ッ
ド
を
看
護
師
一
人
の
力
で

容
易
に
病
室
か
ら
検
査
室

へ
、
そ
し
て
施
術
室
へ
と
移

動
さ
せ
ら
れ
る
後
付
け
型
病

床
移
動
搬
送
装
置
。

病
床
の
搬
送
は
複
数
人
の

人
手
が
必
要
で
、
看
護
師
不

足
が
指
摘
さ
れ
る
医
療
現
場

で
は
大
き
な
課
題
。
ベ
ッ
ド

の
初
動
に
は
大
き
な
力
が
必

要
と
な
る
上
、
狭
い
廊
下
や

方
向
転
換
、
エ
レ
ベ
ー
タ
へ

の
載
込
み
な
ど
様
々
な
シ
ー

ン
で
他
の
患
者
さ
ん
や
ス
タ

ッ
フ
に
対
す
る
危
険
配
慮
が

求
め
ら
れ
る
。

り
び
ん
ぐ
ラ
ボ
大
阪
関
西

で
は
、
医
療
・
福
祉
現
場
で

働
く
ス
タ
ッ
フ
が
抱
え
る
課

題
の
解
決
に
取
り
組
み
、
日

本
の
も
の
づ
く
り
技
術
力

と
、「
働
く
人
の
負
担
を
減
ら

す
、真
に
役
立
つ
ア
イ
デ
ア
」

を
世
界
に
向
け
て
発
信
す

る
。グ

ル
ー
プ
を
率
い
る
木
幡

計
器
製
作
所
の
木
幡
巌
代
表

取
締
役
は
、「
人
に
や
さ
し
い

持
続
可
能
な
医
工
福
連
携
を

万
博
会
場
で
見
て
い
た
だ
き

た
い
」
と
意
気
込
む
。

木
幡
計
器
製
作
所
▽
池
田
鉄

工
所
▽
オ
ー
ゼ
ッ
ト
ケ
ー
▽

北
浜
化
学
▽
土
井
商
店
▽
東

亜
無
線
電
機
▽
西
村
鐵
工
所

▽
日
本
電
機
研
究
所
▽
光
機

械
工
業
▽
ベ
ル
チ
ャ
イ
ル
ド

▽
南
歯
車
製
作
所
▽
矢
倉
鉄

工
所
▽
山
田
製
作
所
▽
医
療

健
康
機
器
開
発
協
会
▽
岩
崎

電
気
▽
大
阪
府
済
生
会
泉
尾

病
院
▽
日
昌
電
気
制
御

大
阪
商
工
会
議
所
は
、
関
西
経
済
連
合
会
と
共
同
で
四
半
期
ご
と
に
実
施
し
て
い
る

「
経
営
・
経
済
動
向
調
査
」
の
結
果
を
こ
の
ほ
ど
、
発
表
し
た
。
調
査
は
５
月
９
〜
２６

日
、
１
６
７
２
社
を
対
象
に
実
施
し
、
４
３
３
社
か
ら
回
答
を
得
た
。

インドネシア商業省のディア・
ロロ・エスティ・ウィディア・プ
トゥリ副大臣（写真左）が６月１１
日、大阪商工会議所の鈴木俊行国
際ビジネス副委員長（国際協力銀
行執行役員大阪支店長、当時）（同
右）と、同日開催のフォーラムに
先立ち、意見交換をした。
ロロ副大臣は「インドネシアに

とって日本は重要な貿易相手国で
あり、経済連携協定を活用して、
さらなる貿易促進につなげたい」
と述べた。鈴木副委員長は「今こ
そ自由貿易の大切さを再確認する
時期であり、その点において両国
間の経済連携協定はさらに重要性
を増している」と応じた。

大
阪
商
工
会
議
所
は
６
月

１２
日
、
コ
ー
ト
ジ
ボ
ワ
ー
ル

商
工
会
議
所
と
相
互
協
力
覚

書
を
締
結
し
た
。

こ
の
覚
書
は
、
万
博
を
足

掛
か
り
に
大
阪
企
業
と
の
関

係
構
築
を
目
指
す
同
国
代
表

団
の
要
望
に
応
え
た
も
の
。

大
商
と
し
て
も
、
注
目
の
高

ま
る
ア
フ
リ
カ
諸
国
と
の
ビ

ジ
ネ
ス
交
流
促
進
と
活
性
化

の
契
機
と
な
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
る
。

署
名
は
大
阪
・
関
西
万
博

の
コ
ー
ト
ジ
ボ
ワ
ー
ル
ナ
シ

ョ
ナ
ル
デ
ー
を
翌
日
に
控

え
、
大
阪
市
で
開
か
れ
た
フ

ォ
ー
ラ
ム
内
で
行
わ
れ
た
。

ス
レ
イ
マ
ー
ヌ
・
ジ
ャ
ラ
ス

バ
同
国
貿
易
産
業
大
臣
が
見

守
る
中
、
コ
ー
ト
ジ
ボ
ワ
ー

ル
商
工
会
議
所
の
ト
ゥ
ー
レ

・
フ
ァ
マ
ン
会
長
と
大
商
の

近
藤
博
宣
常
務
理
事
・
事
務

局
長
が
登
壇
し
、
覚
書
に
署

名
。
固
い
握
手
を
交
わ
し
て

今
後
の
双
方
の
協
力
関
係
深

化
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

コ
ー
ト
ジ
ボ
ワ
ー
ル
は
、

西
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
地
域

の
物
流
ハ
ブ
と
目
さ
れ
る
。

関
心
を
寄
せ
る
日
本
企
業
は

着
実
に
増
加
し
て
お
り
、
今

後
の
展
開
が
期
待
さ
れ
る
。

【
問
合
せ
】
国
際
部
�
６
９

４
４
・
６
４
１
１

医
療
現
場
で
の
課
題
を
聞
く
メ

ン
バ
ー

（左から）記念撮影に臨むコートジボワール商工
会議所のトゥーレ・ファマン会長と大商の近藤博
宣常務理事・事務局長�６月１２日、大阪市

大
阪
商
工
会
議
所
は
、
１１

月
２
日
に
行
わ
れ
る
「
四
天

王
寺
ワ
ッ
ソ
」（
主
催
�
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
大
阪
ワ
ッ
ソ
文
化
交

流
協
会
）
へ
の
寄
付
を
呼
び

か
け
て
い
ま
す
。

同
行
事
は
、
東
ア
ジ
ア
と

大
阪
と
の
古
代
か
ら
の
交
流

の
歴
史
を
雅
や
か
に
再
現
す

る
こ
と
で
、
相
互
理
解
を
深

め
、
現
代
の
国
際
交
流
を
促

進
す
る
こ
と
な
ど
を
目
的
に

開
催
。
今
年
で
３２
回
目
を
迎

え
ま
す
。
大
阪
の
に
ぎ
わ
い

創
出
と
活
性
化
に
寄
与
す
る

「
四
天
王
寺
ワ
ッ
ソ
」
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
地
域
振
興
担
当

�
６
９
４
４
・
６
３
２
３

大
阪
商
工
会
議
所
は
６
月

１９
日
、
ウ
ガ
ン
ダ
自
由
開
発

区
・
輸
出
促
進
庁
と
相
互
協

力
覚
書
を
締
結
し
た
。

署
名
は
大
阪
市
で
開
催
さ

れ
た
同
国
フ
ォ
ー
ラ
ム
内
で

行
わ
れ
た
。
ウ
ガ
ン
ダ
自
由

開
発
区
・
輸
出
促
進
庁
の
ヘ

ズ
・
キ
モ
ー
ミ
・
ア
リ
ン
ダ

事
務
局
長
と
大
商
の
更
家
悠

介
常
議
員
（
サ
ラ
ヤ
社
長
）

が
登
壇
し
覚
書
に
署
名
。
固

い
握
手
を
交
わ
し
、
今
後
の

双
方
の
協
力
関
係
深
化
を
ア

ピ
ー
ル
し
た
。

こ
の
覚
書
は
昨
年
５
月
、

カ
ー
フ
ワ
・
ト
ー
フ
ァ
ス
同

国
大
使
が
大
商
を
表
敬
訪
問

し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
。
大

商
と
し
て
も
ア
フ
リ
カ
諸
国

と
の
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
の
促
進

と
、
活
性
化
の
契
機
と
な
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

同
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
登

壇
し
た
ウ
ィ
ル
ソ
ン
・
ム
バ

デ
ィ
同
国
貿
易
・
産
業
・
協

同
組
合
省
貿
易
担
当
大
臣

が
、「
同
覚
書
が
、
ウ
ガ
ン
ダ

と
日
本
の
経
済
交
流
に
お
け

る
橋
梁
の
役
目
を
果
た
す
こ

と
を
願
っ
て
い
る
」
と
言
及

し
た
。

ウ
ガ
ン
ダ
は
農
業
が
主
要

産
業
。
関
連
す
る
食
品
加
工

や
農
業
機
器
と
そ
の
部
品
な

ど
の
分
野
に
着
目
す
る
企
業

が
増
え
て
い
る
。

【
問
合
せ
】
国
際
部
�
６
９

４
４
・
６
４
１
１

【
問
合
せ
】
中
小
企
業
振
興

部
�
６
９
４
４
・
６
４
５
１

（右から）記念撮影に臨むウガンダ自由開発区・
輸出促進庁のヘズ・キモーミ・アリンダ事務局長
と大商の更家悠介常議員�６月１９日、大阪・関西
万博会場

大
阪
・
関
西
万
博
の
テ
ー

マ
ウ
ィ
ー
ク
と
連
動
し
た
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
６
月
１４
、
２１

日
、
大
阪
市
此
花
区
の
万
博

会
場
で
開
か
れ
た
。
こ
れ
は

世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
傘
下

の
団
体
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
シ

ェ
イ
パ
ー
ズ
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
大
阪
ハ
ブ
」
が
立
ち
上
げ

た
「
シ
ェ
イ
プ
・
ニ
ュ
ー
ワ

ー
ル
ド
・
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ

（
Ｓ
Ｎ
Ｗ
Ｉ
）
」
が
主
催
す
る

も
の
。

大
阪
商
工
会
議
所
は
、
２

０
２
４
年
か
ら
テ
ー
マ
ウ
ィ

ー
ク
の
「
プ
ロ
グ
ラ
ム
サ
ポ

ー
タ
ー
」
と
し
て
Ｓ
Ｎ
Ｗ
Ｉ

を
支
援
。
事
前
の
調
査
研
究

と
し
て
、
テ
ー
マ
ご
と
の
有

識
者
会
議
を
開
催
。

同
１４
日
、
第
７
回
と
な
る

「
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
と
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
か
ら
考
え
る
循
環

型
社
会
〜
食
文
化
・
暮
ら
し

・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
紡
ぐ
未

来
〜
」
に
あ
い
さ
つ
に
立
っ

た
大
商
の
東
和
浩
副
会
頭
は

「
地
球
環
境
を
守
り
、
平
和

に
暮
ら
す
に
は
、
食
は
無
視

で
き
な
い
も
の
。
若
い
世
代

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
、
地
球
の

未
来
を
切
り
開
く
き
っ
か
け

が
作
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
す

る
」
と
述
べ
た
。

同
２４
日
、
第
１０
回
と
な
る

「
ヘ
ル
ス
ケ
ア
技
術
の
未
来

を
描
く
‥
２
０
５
０
年
に
向

け
た
課
題
と
そ
の
克
服
」
に

あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
大
商
の

立
野
純
三
副
会
頭
は
「
健
康

を
デ
ー
タ
で
管
理
す
る
こ
と

が
一
般
的
に
な
り
つ
つ
あ
る

が
、
利
活
用
に
は
課
題
も
多

い
。
自
由
か
つ
率
直
に
意
見

を
交
わ
し
て
も
ら
い
た
い
」

と
話
し
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
全
８
日

・
計
２４
回
の
開
催
を
予
定
し

て
い
る
。

【
問
合
せ
】
万
博
協
力
推
進

室
�
６
９
４
４
・
６
３
２
３

骨
太
の
方
針
、
新
し
い
資
本

主
義
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン

及
び
実
行
計
画
２
０
２
５
年

改
訂
版
の
閣
議
決
定
に
つ
い

て
物
価
を
上
回
る
賃
上
げ
と

投
資
が
け
ん
引
す
る
成
長
型

経
済
を
実
現
す
る
た
め
、「
中

小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の

賃
金
向
上
推
進
５
か
年
計

画
」、お
よ
び
労
働
供
給
制
約

下
で
も
付
加
価
値
を
創
出
で

き
る
よ
う
、「
省
力
化
投
資
促

進
プ
ラ
ン
」
が
示
さ
れ
た
こ

と
を
評
価
し
た
い
。
諸
施
策

の
速
や
か
な
実
行
を
お
願
い

し
た
い
。

デ
フ
レ
経
済
か
ら
抜
け
出

そ
う
と
す
る
今
、
最
低
賃
金

を
「
２
０
２
０
年
代
に
全
国

平
均
１
５
０
０
円
」
と
す
る

政
府
目
標
は
、
国
民
生
活
者

に
と
っ
て
は
待
望
久
し
い
も

の
だ
。
一
方
、
地
方
や
業
界

に
よ
っ
て
、
中
小
企
業
・
小

規
模
事
業
者
で
は
経
営
が
成

り
立
た
な
い
リ
ス
ク
も
含

む
。
特
に
そ
の
影
響
を
強
く

受
け
、
人
手
不
足
が
深
刻
な

サ
ー
ビ
ス
業
に
対
し
、「
省
力

化
投
資
促
進
プ
ラ
ン
」
な
ど

伴
走
支
援
が
行
わ
れ
る
よ
う

強
く
要
望
す
る
。

経
済
成
長
の
た
め
に
は
、

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
起
こ
る

環
境
や
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支

援
、
と
り
わ
け
万
博
で
披
露

さ
れ
た
技
術
の
実
装
や
世
界

各
国
と
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ

ン
グ
が
求
め
ら
れ
る
。
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
必
須
条
件
と

し
て
、
デ
ザ
イ
ン
や
ア
ー
ト

に
つ
い
て
十
分
述
べ
ら
れ
て

い
な
か
っ
た
事
を
残
念
に
思

う
。「自

国
第
一
主
義
で
な
く
、

権
威
主
義
で
も
な
く
、
備
え

を
怠
ら
ず
、
自
由
貿
易
を
旨

と
す
る
、国
益
を
守
り
抜
く
」

我
が
国
の
考
え
を
評
価
し
た

い
。
他
国
の
関
税
措
置
の
影

響
を
受
け
る
事
業
者
へ
の
支

援
も
不
可
欠
で
あ
り
、
政
府

の
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

お
願
い
し
た
い
。

一
方
、国
債
評
価
を
含
め
、

我
が
国
経
済
の
広
範
に
わ
た

っ
て
影
響
を
与
え
る
財
政
健

全
化
目
標
が
、
当
初
の
２
０

２
５
年
度
か
ら
後
退
し
た
こ

と
は
残
念
だ
。
経
済
成
長
と

財
政
健
全
化
を
両
立
す
る
、

持
続
可
能
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
国
家
の
財
政
運
営
を
期
待

す
る
。

（
６
月
１３
日
）

大
阪
商
工
会
議
所
は
６
月

２０
日
、
第
１７
回
常
議
員
会
を

開
き
、
�
会
員
加
入
�
定
款

の
一
部
変
更
�
「
２
０
２
６

年
度
中
堅
・
中
小
・
小
規
模

企
業
対
策
に
関
す
る
要
望
」

�
万
博
後
の
中
小
企
業
・
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
�
四
天

王
寺
ワ
ッ
ソ
へ
の
協
力
�
海

外
機
関
と
の
連
携
協
定
締
結

�
第
５
回
通
常
議
員
総
会
に

上
程
す
る
議
案
	
委
員
会
委

員
の
委
嘱
の
承
認
と
副
支
部

長
選
任
の
同
意


退
任
議
員

へ
の
感
謝
状
贈
呈
�
�
に
つ

い
て
審
議
し
、
了
承
し
た
。

ま
た
、
�
監
事
の
辞
任
�

議
員
の
辞
任
�
中
小
企
業
の

再
生
な
ら
び
に
事
業
承
継
の

現
状
〜
中
小
企
業
活
性
化
協

議
会
、
事
業
承
継
・
引
継
ぎ

支
援
セ
ン
タ
ー
の
活
動
よ
り

〜
�
Ｍ
Ｄ
Ｆ
医
工
共
創
ア
ワ

ー
ド
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
の
開
催
�

メ
ド
テ
ッ
ク
・
グ
ロ
ー
バ
ル

エ
コ
シ
ス
テ
ム
・
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
キ
ッ
ク
オ
フ
事
業
概

要
と
参
加
企
業
の
募
集
�
�

に
つ
い
て
報
告
し
た
。

◇

な
お
、
常
議
員
会
後
の
会

員
数
は
会
員
２
万
２
９
１

８
、
団
体
９
９
８
、
個
人
７

１
８
６
の
合
計
３
万
１
１
０

２
と
な
っ
た
。

◆
副
支
部
長
の
選
任
（
６
月

２０
日
）

◎
南
支
部
（
阿
倍
野
区
）

川
瀨
棟
一
朗
・
一
般
社
団
法

人
阿
倍
野
産
業
会
会
長

◎
南
支
部
（
平
野
区
）

長
藤
哲
司
・
一
般
社
団
法
人

平
野
産
業
会
理
事
長

◆
第
５
回
通
常
議
員
総
会
を

次
の
と
お
り
開
催
い
た
し
ま

す
。

一
、
日
時

２
０
２
５
年
７

月
３０
日
午
後
４
〜
５
時

二
、
場
所

大
阪
商
工
会
議

所
７
階「
国
際
会
議
ホ
ー
ル
」

�あいさつに立つ大商の東和浩副会頭�６月
１４日、大阪・関西万博会場�あいさつに立つ
大商の立野純三副会頭�同２１日、同

�
万
博
テ
ー
マ
ウ
ィ
ー
ク
�連
動
シ
ン
ポ

立
野
・
東
両
副
会
頭
が
あ
い
さ
つ

▼万博
出展の
詳細は
こちら

４～６月期

関
西
企
業
、景
況
感
マ
イ
ナ
ス

会会
頭頭
ココ
メメ
ンン
トト

▼詳細は
こちら

コ
ロ
ナ
禍
明
け
以
降
初

▼詳細は
こちら

大阪とコートジボワールの商工会議所
相互協力覚書を締結

大
阪
と
ウ
ガ
ン
ダ
の
商
工
会
議
所

相
互
協
力
覚
書
を
締
結

常常
議議
員員
会会
開開
くく

インドネシア商業省副大臣と鈴木
国際ビジネス副委員長が懇談

大
阪
・
関
西
万
博
に
出
展�１７�

りびんぐラボ大阪関西

町工場が医療現場の課題を解決
四
天
王
寺
ワ
ッ
ソ

ご
寄
付
呼
び
か
け

（２）２０２５年（令和７年）７月１０日 木曜日大 商 ニ ュ ー ス（第３種郵便物認可）第 号１３８０



Ｘ２年度

６４８，０００

５１９，８００

１０，４００

１０，６００

Ｘ１年度

５２２，０００

４１０，６００

１０，５００

９，７００

売上高

売上原価

経常利益

当期純利益

Ｘ２年度

３４，７４０

２６，１００

１０８，５００

１４５，６５８

Ｘ１年度

２６，８７８

２７，３００

９７，９００

１３５，７００

流動資産

流動負債

純資産合計

負債純資産合計

問合せ
ビジネス会計検定試験センター
�６９４４・６２９５
（土日、祝休日、８月１５日、
年末年始を除く１０：００～
１７：００）

大
阪
商
工
会
議
所
は
、
財
務
諸
表
に
示
さ
れ
た
会
計
情
報
を
理
解
・
分
析
し
、
企
業
の
経
営
実
態
を
正
し
く
把
握

す
る
た
め
の
「
ビ
ジ
ネ
ス
会
計
検
定
試
験
」
を
実
施
し
て
い
る
。
財
務
諸
表
を
読
み
解
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
取
引

先
の
成
長
性
や
潜
在
的
ニ
ー
ズ
の
掘
り
起
こ
し
、
突
然
の
倒
産
や
売
掛
金
・
債
権
の
未
回
収
に
伴
う
リ
ス
ク
を
予
測

す
る
な
ど
、
ビ
ジ
ネ
ス
シ
ー
ン
の
「
攻
め
」
と
「
守
り
」
の
両
面
で
活
用
で
き
る
。
そ
の
た
め
、
経
理
担
当
だ
け
で

な
く
、
あ
ら
ゆ
る
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
の
常
識
と
し
て
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
同
検
定
試
験
の
学
習
を
通
し
た

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
奨
励
す
る
企
業
も
増
え
て
い
る
。

近
年
、
様
々
な
ビ
ジ
ネ
ス

シ
ー
ン
で
財
務
諸
表
（
貸
借

対
照
表
・
損
益
計
算
書
・
キ

ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
計
算
書
な

ど
）
を
目
に
す
る
機
会
が
増

加
し
て
い
る
。
一
見
、
専
門

用
語
と
数
字
の
羅
列
に
見
え

る
財
務
諸
表
だ
が
、
数
値
の

表
す
意
味
や
ポ
イ
ン
ト
を
理

解
す
れ
ば
、
様
々
な
企
業
情

報
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き

る
。財

務
諸
表
を
読
み
解
く
力

財
務
諸
表
に
は
、
企
業
の

取
り
組
み
や
課
題
、
将
来
性

な
ど
を
示
す
事
業
に
不
可
欠

な
「
お
金
」
の
情
報
が
詰
ま

っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
あ
る

製
造
業
の
会
社
で
、
売
り
上

げ
・
利
益
と
も
に
確
保
、
生

産
設
備
な
ど
が
増
え
、
借
り

入
れ
も
増
加
し
て
い
る
場
合

は
、
売
り
上
げ
増
加
へ
の
対

応
や
将
来
を
見
据
え
た
設
備

投
資
を
お
こ
な
っ
て
い
る
こ

と
が
想
像
で
き
る
。

一
方
、
売
り
上
げ
・
利
益

と
も
に
減
少
し
て
い
る
が
、

借
り
入
れ
を
せ
ず
に
不
動
産

な
ど
の
売
却
に
よ
り
資
金
確

保
し
て
い
る
場
合
は
、
財
務

体
質
の
改
善
に
取
り
組
ん
で

い
る
こ
と
が
想
像
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
財
務
諸
表
か

ら
企
業
の
状
態
や
取
り
組
み

を
想
像
す
る
力
、こ
れ
が「
財

務
諸
表
を
読
み
解
く
チ
カ

ラ
」
で
あ
る
。

職
種
を
問
わ
ず
人
気

昨
年
度
の
ビ
ジ
ネ
ス
会
計

検
定
試
験
の
申
込
者
数
は
、

１
万
４
３
０
２
人
で
、
試
験

開
始
以
来
１７
年
で
２
・
４
倍

に
増
加
。
職
種
や
年
代
を
問

わ
ず
、
様
々
な
業
種
の
企
業

で
、
社
員
研
修
や
管
理
職
へ

の
昇
格
要
件
な
ど
と
し
て
導

入
さ
れ
て
い
る
。
い
ま
や
、

会
計
の
知
識
は
、
英
語
や
法

律
知
識
と
と
も
に
社
会
人
必

須
の
知
識
と
な
っ
て
い
る
。

簿
記
の
知
識
は
必
須
？

簿
記
検
定
を
「
地
図
を
作

る
能
力
」
を
問
う
検
定
と
例

え
る
と
、
ビ
ジ
ネ
ス
会
計
検

定
は
「
地
図
を
使
っ
て
、
目

的
地
へ
た
ど
り
着
く
能
力
」

を
問
う
検
定
で
あ
る
。
利
用

者
が
「
地
図
を
作
る
」
こ
と

が
で
き
な
く
て
も
、「
地
図
を

読
ん
で
目
的
地
に
た
ど
り
着

く
」
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と

同
じ
よ
う
に
、
受
験
者
に
簿

記
検
定
の
「
財
務
諸
表
を
作

る
」
知
識
が
な
く
て
も
、
ビ

ジ
ネ
ス
会
計
検
定
で
必
要
と

さ
れ
る
「
財
務
諸
表
を
読
み

解
く
」
こ
と
は
で
き
る
。

ビ
ジ
ネ
ス
会
計
検
定
の
学

習
を
通
じ
て
財
務
諸
表
の
仕

組
み
を
理
解
す
れ
ば
、
日
々

の
ビ
ジ
ネ
ス
シ
ー
ン
で
活
用

で
き
る
。

�
�
ビ
ジ
ネ
ス
会
計
検
定

の
導
入
の
背
景
を
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

「
会
社
の
成
長
を
考
え
た

と
き
、
支
社
の
増
設
や
引
っ

越
し
作
業
の
効
率
化
に
よ
る

利
益
率
の
増
加
に
は
限
界
が

あ
り
、
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト

ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ

ン
）
化
や
Ａ
Ｉ
導
入
に
よ
る

業
務
の
効
率
化
、
集
約
と
あ

わ
せ
て
、
社
員
（
事
務
）
一

人
ひ
と
り
の
生
産
性
の
向
上

を
図
る
必
要
を
感
じ
て
い
ま

し
た
」

「
当
社
で
は
社
員
の
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
、
学
び
直
し
と
し

て
資
格
取
得
の
推
奨
を
し
て

お
り
、
初
め
に
『
Ｉ
Ｔ
パ
ス

ポ
ー
ト
試
験
』
を
導
入
し
ま

し
た
。
他
に
ど
う
い
っ
た
資

格
・
検
定
試
験
を
導
入
・
推

奨
す
る
の
が
よ
い
か
を
調
べ

て
い
た
時
に
知
っ
た
の
が

『
ビ
ジ
ネ
ス
会
計
検
定
試
験
』

で
し
た
。
全
国
に
２
１
５
支

社
あ
り
、
全
支
社
に
事
務
職

（
営
業
／
経
理
）
の
社
員
が

い
ま
す
。
こ
の
社
員
ら
が
ビ

ジ
ネ
ス
会
計
検
定
の
学
習
を

通
じ
て
、
企
業
の
安
全
性
や

収
益
性
を
理
解
で
き
る
よ
う

に
な
る
こ
と
で
、
支
社
の
経

営
（
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）
に
積

極
的
に
参
画
す
る
き
っ
か
け

に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思

い
、
導
入
・
奨
励
す
る
こ
と

を
決
め
ま
し
た
」

「
ま
た
、
新
卒
採
用
時
の

集
合
研
修
は
引
っ
越
し
作
業

や
営
業
に
関
す
る
研
修
が
中

心
で
、
支
社
の
経
営
に
関
し

て
は
日
常
業
務
を
通
じ
て
の

Ｏ
Ｊ
Ｔ
が
中
心
と
い
う
こ
と

に
も
課
題
を
感
じ
て
お
り
、

そ
れ
を
補
う
た
め
の
学
習

と
、
合
格
と
い
う
目
に
見
え

る
形
で
成
果
の
分
か
る
点

で
、
こ
の
試
験
が
マ
ッ
チ
し

た
こ
と
も
導
入
す
る
決
め
手

の
一
つ
と
な
り
ま
し
た
」

�
�
ビ
ジ
ネ
ス
会
計
検
定

の
社
内
で
の
活
用
や
合
格
者

に
期
待
す
る
こ
と
は
。

「
資
格
取
得
の
支
援
と
し

て
、
受
験
料
、
受
験
会
場
ま

で
の
交
通
費
を
支
給
し
て
い

ま
す
。
合
格
者
に
対
し
て
は

資
格
手
当
を
支
給
し
、
昇
進

や
昇
給
な
ど
の
人
事
評
価
の

要
素
の
一
つ
と
し
て
活
用
し

て
い
ま
す
」

「
受
験
対
象
と
な
る
社
員

は
主
に
経
理
職
で
、
約
２
０

０
人
程
度
。
女
性
が
比
較
的

多
い
職
種
で
も
あ
る
た
め
、

女
性
の
活
躍
の
後
押
し
と
な

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。
事
務
職
の
中
で
も
経
理

職
に
つ
い
て
は
、
簿
記
３
級

は
既
に
合
格
し
て
い
ま
す

が
、
ビ
ジ
ネ
ス
会
計
検
定
３

級
受
験
を
必
須
と
し
て
、
財

務
諸
表
を
分
析
・
利
用
す
る

力
を
身
に
つ
け
て
ほ
し
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
最
終
的
に

は
２
級
に
合
格
し
て
、
会
計

の
面
か
ら
様
々
な
提
案
を
し

て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
」

「
試
験
合
格
の
支
援
と
し

て
、
既
に
合
格
し
た
本
社
の

経
理
本
部
の
社
員
が
講
師
と

な
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
勉
強

会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
支
社

の
受
験
予
定
者
は
オ
ン
ラ
イ

ン
の
勉
強
会
を
通
じ
て
、
合

格
に
向
け
て
一
丸
と
な
っ
て

学
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
」�

�
ビ
ジ
ネ
ス
会
計
検
定

の
導
入
を
検
討
さ
れ
て
い
る

企
業
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願

い
し
ま
す
。

「
会
計
の
記
録
が
で
き
る

経
理
職
は
多
い
が
、
結
果
を

分
析
し
て
意
見
が
言
え
る
経

理
職
は
少
な
く
、
支
社
ご
と

の
収
支
は
把
握
し
て
い
て

も
、
会
社
全
体
の
こ
と
が
見

え
て
な
い
経
理
職
が
ほ
と
ん

ど
。
単
に
お
金
の
動
き
を
記

録
す
る
役
割
か
ら
一
歩
踏
み

出
す
能
力
を
身
に
つ
け
る
に

は
、
ビ
ジ
ネ
ス
会
計
検
定
は

最
適
な
検
定
試
験
だ
と
思
い

ま
す
」

「
当
社
で
は
、
こ
こ
１
年
、

特
に
資
格
取
得
支
援
な
ど
に

よ
る
人
材
育
成
に
力
を
入
れ

て
い
ま
す
。
合
格
で
き
な
く

て
も
マ
イ
ナ
ス
評
価
を
す
る

こ
と
な
く
、
社
員
の
学
習
意

欲
や
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
姿
勢

を
ど
ん
ど
ん
引
き
出
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
個
々
の
社
員

が
受
験
を
通
じ
て
、
先
述
の

社
内
で
求
め
ら
れ
る
人
材
へ

と
成
長
を
遂
げ
る
き
っ
か
け

を
つ
か
む
と
と
も
に
、
そ
う

し
た
動
き
が
広
が
る
こ
と

で
、
社
員
が
生
き
生
き
と
活

躍
し
、
や
が
て
は
会
社
の
業

績
向
上
に
も
つ
な
が
っ
て
い

く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
」

創
業
５４
年
目
の
サ
カ
イ
引
越
セ
ン
タ
ー（
堺
市
）。
個
人

宅
の
引
っ
越
し
を
中
心
に
オ
フ
ィ
ス
・
官
公
庁
・
大
学
の

大
型
設
備
の
移
転
作
業
も
行
う
。
あ
わ
せ
て
、
家
具
・
家

電
の
販
売
や
、
不
要
品
の
買
い
取
り
、
ク
リ
ー
ン
サ
ー
ビ

ス
な
ど
新
生
活
に
ま
つ
わ
る
事
業
も
展
開
し
て
い
る
。
同

社
の
今
井
孝
之
執
行
役
員
に
ビ
ジ
ネ
ス
会
計
検
定
試
験
の

導
入
に
つ
い
て
話
を
聞
い
た
。

大阪商工会議所は受験対策ＷＥ
Ｂ講座や財務諸表セミナーを実施
している。
受験対策ＷＥＢ講座は２級と３

級を開講している。公式テキスト
に沿って講義が進むので初学者に
も安心。オンデマンド配信で繰返
しの視聴もできる。
また、大商は自社や他社の財務

諸表を分析して仕事に役立てたい
方を対象に、「会社の数字
に強くなろう�～財務諸
表の読み方・活かし方
～」セミナーを７月１６日
と８月２１日に同一内容で
開く。各回とも午後７～
８時、オンラインで。

Ｑ 次の資料（単位：百万円）により、【問１】と【問２】の設問に答えなさ
い。

【問１】次の文章について、正誤の組み合わせとして正しいものを選びなさ
い。

（ア）売上原価率は、Ｘ１年度からＸ２年度にかけて悪化した。
（イ）総資本経常利益率は、Ｘ１年度からＸ２年度にかけて改善した。

〔選択肢〕 �（ア）正（イ）正 �（ア）正（イ）誤
�（ア）誤（イ）正 �（ア）誤（イ）誤

【問２】次の文章の空欄に当てはまる数値と語句の適切な組み合わせを選び
なさい。

Ｘ２年度の流動比率は（ ア ）％であり、この指標からみた短期の
安全性はＸ１年度からＸ２年度にかけて（ イ ）した。

〔選択肢〕 �（ア） ９８．５（イ）改善 �（ア） ９８．５（イ）悪化
�（ア）１３３．１（イ）改善 �（ア）１３３．１（イ）悪化

�解答� 【問１】� 【問２】�
�解説�
【問１】（ア）損益計算書の各項目の金額を売上高で割ってパーセントで表

すことにより、経営成績の比較が可能になります。
（売上高）売上原価率（％）�売上原価÷売上高×１００
売上原価率は低い方が良い（�費用は少ない方がよい）。

（イ）総資本経常利益率は、代表的な収益性指標の１つで、ＲＯＡ
とも表現されます。
総資本経常利益率（％）�経常利益÷負債純資産合計×１００

【問２】流動比率は、流動負債を決済するのに十分な流動資産があるかどう
かを判定する指標で、その値が大きいほど安全性が高いといえます。

流動比率（％）�流動資産÷流動負債×１００

２０２５年度ビジネス会計検定試験 試験要項

第３８回

２０２６年３月８日（日）

１級、２級、３級

団体受付
２０２５年１２月１７日（水）
～２０２６年１月７日（水）

一般受付
２０２６年１月９日（金）
～１月２９日（木）
※コンビニ店頭決済の場合
１月２５日（日）まで

札幌、仙台、さいたま、東京、横浜、新潟、金沢、静岡、
名古屋、京都、大阪、神戸、岡山、広島、山口、松山、福岡

１級：１１，５５０円
２級： ７，４８０円
３級： ４，９５０円

第３７回

２０２５年１０月１９日（日）

２級、３級

団体受付
２０２５年８月４日（月）
～８月２０日（水）

一般受付
２０２５年８月２２日（金）
～９月１１日（木）
※コンビニ店頭決済の場合
９月７日（日）まで

２級：７，４８０円
３級：４，９５０円

試験日

実施級

申込期間

試験会場

受験料
（税込み）

ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
に
必
須
の
知
識

年
代
や
職
種
問
わ
ず

ビジネス会計検定試験で身につける

企業の�今�と�未来�を読み解くチカラ

３級検定試験出題例

受験対策講座や
セミナーも実施

▼詳細は
こちら

企
業
の
声

財
務
諸
表
の
分
析
力
養
成

経
営
に
積
極
参
画
す
る
人
材
育
成
へ

サカイ引越センター
執行役員

今井 孝之 氏

２０２５年（令和７年）７月１０日 木曜日大 商 ニ ュ ー ス（第３種郵便物認可）第 号１３８０特 集（３）
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中中
小小
企企
業業
をを
規規
律律
すす
るる

重重
要要
法法
令令
とと
そそ
のの
適適
用用
事事
例例
②②

Ｑ

Ａ

石
油
や
ガ
ス
な
ど
の
資
源
が
豊
富
な
マ
レ
ー

シ
ア
で
す
が
、
国
内
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量

の
約
８
割
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
部
門
で
、
化
石
燃
料

へ
の
依
存
か
ら
の
脱
却
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま

す
。
中
で
も
電
力
部
門
で
は
、
電
源
構
成
の
８

割
近
く
が
化
石
燃
料
で
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
（
以
下
、
再
エ
ネ
）
へ
の
シ
フ
ト
も
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

マ
レ
ー
シ
ア
で
の
脱
炭
素
化
に
向
け
た
取
り

組
み
は
、
国
営
石
油
会
社
ペ
ト
ロ
ナ
ス
な
ど
地

場
大
手
企
業
で
先
行
し
て
い
ま
し
た
が
、
政
府

も
２
０
５
０
年
ま
で
の
カ
ー
ボ
ン
・
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
を
目
指
し
、政
策
を
打
ち
出
し
て
い
ま
す
。

２３
年
に
は
「
国
家
エ
ネ
ル
ギ
ー
移
行
ロ
ー
ド
マ

ッ
プ（
Ｎ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
）」を
作
成
し
、
そ
の
中
で
、

電
力
供
給
に
占
め
る
再
エ
ネ
比
率
を
５０
年
ま
で

に
７０
％
へ
高
め
る
野
心
的
な
目
標
を
掲
げ
て
い

ま
す
。
Ｎ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
で
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
化
、

再
エ
ネ
、
水
素
、
バ
イ
オ
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
グ
リ

ー
ン
モ
ビ
リ
テ
ィ
、
二
酸
化
炭
素
の
回
収
・
貯

留
・
有
効
活
用
（
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
）
を
重
点
分
野
に

指
定
し
、
分
野
ご
と
の
目
標
や
計
画
を
策
定
し

ま
し
た
。
再
エ
ネ
７０
％
目
標
の
達
成
に
は
、
石

炭
火
力
発
電
の
全
廃
と
太
陽
光
発
電
や
エ
ネ
ル

ギ
ー
貯
蔵
シ
ス
テ
ム
の
導
入
が
カ
ギ
と
な
り
、

政
府
や
電
力
会
社
を
中
心
に
開
発
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

日
本
企
業
も
こ
れ
ら
の
分
野
で
、
実
証
も
含

め
様
々
な
事
業
を
実
施
し
て
お
り
、
再
エ
ネ
で

は
、
例
え
ば
、
自
然
電
力
や
Ｊ
Ｆ
Ｅ
エ
ン
ジ
ニ

ア
リ
ン
グ
、
中
電
工
な
ど
が
太
陽
光
発
電
を
通

じ
た
オ
ン
サ
イ
ト
／
オ
フ
サ
イ
ト
Ｐ
Ｐ
Ａ
（
電

力
売
買
契
約
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
日

系
企
業
は
再
エ
ネ
由
来
の
電
力
の
需
要
家
と
な

る
だ
け
で
な
く
、
日
々
の
操
業
の
中
で
排
出
削

減
に
貢
献
す
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

ジ
ェ
ト
ロ
が
２４
年
に
実
施
し
た
海
外
進
出
日
系

企
業
実
態
調
査
で
は
、
在
マ
レ
ー
シ
ア
日
系
企

業
の
８４
％
が
、
脱
炭
素
化
に
「
す
で
に
取
り
組

ん
で
い
る
」
ま
た
は
「
ま
だ
取
り
組
ん
で
い
な

い
が
、
今
後
取
り
組
む
予
定
が
あ
る
」
と
回
答

し
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
で
最
も
高
い
割
合
で
し
た
。

太
陽
光
パ
ネ
ル
の
設
置
の
ほ
か
、
高
効
率
設
備

の
導
入
に
よ
る
生
産
性
向
上
と
省
エ
ネ
対
策
、

グ
リ
ー
ン
認
証
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
へ
の
移
転
、
社

用
車
の
電
動
化
、
グ
リ
ー
ン
電
力
証
書
の
調
達

な
ど
が
取
り
組
み
の
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い

ま
す
。
一
方
、
課
題
や
現
地
政
府
へ
の
要
望
で

は
、
省
エ
ネ
製
品
や
環
境
配
慮
設
備
の
導
入
に

対
す
る
補
助
金
や
優
遇
税
制
が
不
十
分
な
た
め

コ
ス
ト
負
担
が
大
き
い
と
の
指
摘
や
、
再
エ
ネ

取
引
制
度
の
さ
ら
な
る
自
由
化
を
求
め
る
声
も

聞
か
れ
ま
す
。

こ
う
し
た
課
題
は
あ
り
つ
つ
も
、
脱
炭
素
化

を
推
進
す
る
た
め
の
法
整
備
や
枠
組
み
作
り
が

着
々
と
進
ん
で
い
ま
す
。
２４
年
９
月
に
は
、
企

業
向
け
再
エ
ネ
供
給
制
度
（
Ｃ
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
）
が

導
入
さ
れ
、
再
エ
ネ
由
来
の
電
力
を
国
営
電
力

会
社
テ
ナ
ガ
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
（
Ｔ
Ｎ
Ｂ
）
以
外

か
ら
も
直
接
購
入
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
で
は
、
鉄
鋼
や
エ
ネ
ル

ギ
ー
産
業
向
け
の
炭
素
税
が
２６
年
ま
で
に
導
入

さ
れ
る
予
定
で
、
脱
炭
素
化
へ
取
り
組
む
機
運

が
今
後
も
高
ま
っ
て
い
く
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

◇

大
阪
商
工
会
議
所
は
経
済
成
長
を
続
け
る
ア

セ
ア
ン
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
、
各
国
企
業
と
の
共

創
や
海
外
展
開
を
後
押
し
す
る
「
日

本
ア
セ
ア
ン
ビ
ジ
ネ
ス
促
進
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
」を
運
営
し
て
い
ま
す
。

当
社
（
甲
社
）
は
、
大

阪
市
内
で
１０
年
間
、「
α
」

の
名
称
で
イ
ン
ド
料
理
店
を
経
営
し

て
い
ま
す
。
最
近
、
乙
社
が
、
当
社

と
同
じ
α
と
い
う
名
称
の
イ
ン
ド
料

理
店
を
大
阪
市
内
で
開
業
し
、
α
を

商
標
登
録
し
た
と
し
て
、
当
社
に
対

し
、
α
と
い
う
名
称
の
使
用
を
や
め

る
よ
う
請
求
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
な
乙
の
請
求
は
認
め
ら
れ
る
の

で
し
ょ
う
か
。

◇

１

商
標
権
の
基
本

商
標
は
、
商
品
や
サ
ー

ビ
ス
の
識
別
機
能
を
有
す
る
も
の

で
、
登
録
す
る
と
、
商
標
権
と
い
う

独
占
権
が
得
ら
れ
ま
す
。
原
則
と
し

て
、
商
標
権
を
有
す
る
者
の
み
が
商

標
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
、
第
三

者
は
、
ラ
イ
セ
ン
ス
を
受
け
る
等
し

な
い
限
り
、
同
一
又
は
類
似
の
商
標

を
使
用
で
き
ま
せ
ん
。
出
願
が
競
合

し
た
場
合
、
先
に
出
願
し
た
者
が
優

先
し
ま
す
。

２

先
使
用
権
と
は

他
人
の
登
録
商
標
と
同
一
・
類
似

の
商
標
の
先
使
用
者
は
、
一
定
の
要

件
（
�
他
人
の
出
願
前
か
ら
商
標
を

使
用
、
�
不
正
競
争
の
目
的
な
く
商

標
を
使
用
、
�
先
使
用
者
の
商
標
が

他
人
の
出
願
時
に
周
知
、
�
継
続
的

に
商
標
を
使
用
）
を
満
た
す
場
合
、

継
続
し
て
当
該
商
標
を
使
用
す
る
こ

と
が
で
き
、
こ
れ
を
先
使
用
権
と
い

い
ま
す
（
商
標
法
３２
条
１
項
）。

甲
社
は
、
α
と
い
う
名
称
に
つ
き

先
使
用
権
が
認
め
ら
れ
る
場
合
、
乙

社
の
請
求
に
応
じ
る
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。
本
稿
で
は
、
�
要
件
（
周
知

性
の
要
件
）を
中
心
に
検
討
し
ま
す
。

３

周
知
性
の
要
件
に
つ
い
て

先
使
用
権
が
認
め
ら
れ
る
た
め
に

は
、
商
標
権
者
の
出
願
時
に
、
先
使

用
者
の
商
標
が
需
要
者
の
間
に
広
く

認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
必
要
で

す
。
こ
こ
で
は
、
当
該
商
標
が
ど
の

範
囲
の
地
域
で
知
ら
れ
て
い
る
必
要

が
あ
る
か
が
問
題
と
な
り
ま
す
。
も

っ
と
も
、
こ
の
点
に
関
し
確
立
し
た

考
え
方
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
裁

判
例
に
よ
っ
て
周
知
性
の
必
要
と
さ

れ
る
地
理
的
範
囲
は
様
々
で
す
。

本
事
例
に
つ
い
て
、
例
え
ば
、
甲

社
の
α
が
、
�
全
国
的
な
有
名
店
で

あ
っ
た
場
合
、
同
要
件
は
問
題
な
く

充
足
し
ま
す
。
し
か
し
、
�
大
阪
市

内
で
は
有
名
だ
が
、
隣
接
す
る
市
や

県
ま
で
は
知
ら
れ
て
い
な
い
場
合
、

同
要
件
を
満
た
さ
な
い
と
の
判
断
も

あ
り
得
る
と
こ
ろ
で
す
。
現
に
、
裁

判
例
の
中
に
は
、
ラ
ー
メ
ン
店
に
つ

い
て
、
当
該
商
標
が
必
ず
し
も
日
本

国
内
全
体
に
広
く
知
ら
れ
て
い
る
ま

で
の
必
要
は
な
い
と
し
て
も
、
せ
い

ぜ
い
２
、
３
町
村
の
範
囲
内
の
よ
う

な
狭
い
範
囲
の
需
要
者
に
認
識
さ
れ

て
い
る
程
度
で
は
足
り
な
い
と
し
た

も
の
（
大
阪
地
判
平
成
９
年
・
１２
・

９
）
や
珈
琲
豆
の
粗
挽
き
・
販
売
業

と
い
う
地
理
的
嗜
好
性
の
な
い
業
務

に
つ
い
て
周
知
性
が
認
め
ら
れ
る
た

め
に
は
、
一
県
及
び
そ
の
隣
接
県
の

一
部
程
度
に
と
ど
ま
ら
ず
、
相
当
広

範
な
地
域
に
お
い
て
認
識
さ
れ
る
こ

と
を
要
す
る
と
し
た
も
の
（
広
島
地

福
山
支
判
昭
和
５７
・
９
・
３０
）
が
あ

り
ま
す
。
本
事
例
に
お
い
て
は
、
少

な
く
と
も
、
α
が
、
�
レ
ス
ト
ラ
ン

周
辺
の
町
民
に
は
人
気
で
、
非
常
に

繁
盛
し
て
い
る
と
い
う
程
度
で
は
、

周
知
性
が
認
め
ら
れ
な
い
可
能
性
が

高
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

４

小
括

法
律
上
、
商
標
登
録
を
し
て
い
な

い
場
合
で
も
、
先
使
用
者
は
、
一
定

の
要
件
の
も
と
で
、
商
標
の
継
続
的

使
用
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か

し
な
が
ら
、
先
使
用
権
が
認
め
ら
れ

る
場
合
は
必
ず
し
も
多
く
あ
り
ま
せ

ん
。
あ
る
日
突
然
、
長
年
使
用
し
て

き
た
店
や
商
品
の
名
前
が
使
え
な
く

な
る
と
い
う
こ
と
が
起
こ
り
得
ま
す

の
で
、
注
意
が
必
要
で
す
。

（
大
阪
弁
護
士
会

弁
護
士

岡
林

薫
平
）

先
使
用
権
が
認
め
ら
れ
る
場
合
は
限
定
的
で
す
。
将
来
の
リ
ス
ク
回

避
を
お
考
え
の
場
合
は
、
ま
ず
は
商
標
登
録
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。
商

標
に
関
し
て
お
困
り
の
場
合
は
、
大
阪
弁
護
士
会
中
小
企
業
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
等
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

�
ポ
イ
ン
ト
� 食

は
私
達
が
健
康
で
長
生
き
す

る
た
め
に
欠
か
せ
な
い
こ
と
で

す
。
そ
の
食
に
関
わ
る
も
の
と
し

て
私
は
、「
人
を
幸
せ
に
す
る
」、

「
人
に
喜
ん
で
も
ら
う
こ
と
を
一

生
懸
命
に
や
る
人
に
な
る
」
を
原

点
に
、
商
売
を
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
美
味
し
い
も
の
を
リ
ー

ズ
ナ
ブ
ル
に
食
べ
て
も
ら
い
た
い

と
い
う
想
い
か
ら
産
地
直
送
の
流

通
革
命
を
起
こ
し
、
新
鮮
な
お
魚

を
安
価
で
家
庭
の
食
卓
に
届
け
る

こ
と
に
成
功
。
さ
ら
に
日
本
食
の

傑
作
で
あ
る
お
寿
司
を
提
供
す
る

回
転
寿
司
店
で
、
人
に
喜
ん
で
も

ら
う
こ
と
が
現
在
出
来
て
お
り
ま

す
。

「
昨
日
や
っ
と
良
い
条
件

の
相
手
が
見
つ
か
っ
た
�
」

と
い
う
製
造
業
の
Ａ
社
長
か

ら
う
れ
し
い
連
絡
が
あ
り
ま

し
た
。
後
継
者
不
在
で
長
年

相
手
探
し
を
し
て
い
た
Ａ
社

長
。「
良
か
っ
た
で
す
ね
�
い

つ
ご
ろ
に
引
き
継
ぐ
予
定
で

す
か
？
」
と
尋
ね
る
と
「
今

月
末
な
ん
で
す
…
…
」。聞
き

間
違
い
か
と
思
い
ま
し
た

が
、
本
当
に
そ
う
ら
し
い
の

で
す
。

一
般
的
に
Ｍ
＆
Ａ
は
相
手

が
決
ま
っ
て
か
ら
で
も
、
買

い
手
が
リ
ス
ク
を
精
査
す
る

観
点
か
ら
、
１
カ
月
経
過
せ

ず
に
成
約
に
い
た
る
こ
と
は

極
め
て
ま
れ
で
す
。

「
や
っ
ぱ
り
…
…
変
で
す

よ
ね
？
」
と
不
安
そ
う
な
Ａ

社
長
。
買
い
手
は
Ｂ
社
の
Ｃ

さ
ん
。
買
い
手
の
特
徴
を
一

緒
に
検
証
し
て
み
ま
し
た
。

�
と
に
か
く
急
ぐ
�
事
業
の

内
容
よ
り
現
預
金
の
額
や
保

有
不
動
産
に
関
心
あ
り
�
通

常
行
う
基
本
合
意
（
仮
の
契

約
）
や
買
収
監
査
を
し
な
い

�
Ｂ
社
の
代
表
者
は
Ｃ
さ
ん

で
は
な
く
他
人
の
Ｄ
さ
ん
�

Ｂ
社
は
シ
ナ
ジ
ー
効
果
が
感

じ
ら
れ
な
い
全
く
の
異
業
種

…
…
な
ど
。
結
局
、
銀
行
や

顧
問
税
理
士
な
ど
と
も
相
談

し
、
今
回
の
買
い
手
と
の
Ｍ

＆
Ａ
は
見
送
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

Ｍ
＆
Ａ
の
悪
質
買
い
主
の

問
題
は
、
報
道
で
も
た
く
さ

ん
取
り
あ
げ
ら
れ
、
Ｍ
＆
Ａ

を
試
み
よ
う
と
す
る
後
継
者

不
在
の
企
業
さ
ん
た
ち
が
大

き
な
リ
ス
ク
に
シ
ョ
ッ
ク
を

受
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
成
約

後
に
前
社
長
の
経
営
者
保
証

を
解
除
せ
ず
、
現
金
を
会
社

か
ら
抜
い
て
企
業
を
倒
産
さ

せ
る
手
口
が
横
行
し
て
い
ま

す
。Ｃ

さ
ん
が「
悪
質
買
い
主
」

で
あ
っ
た
の
か
は
不
明
で
す

が
、
少
な
く
と
も
適
切
な
買

い
主
で
な
か
っ
た
と
Ａ
社
長

は
振
り
返
り
ま
す
。

さ
て
、
Ｍ
＆
Ａ
の
リ
ス
ク

を
回
避
す
る
た
め
に
何
が
必

要
で
し
ょ
う
か
。
�
セ
カ
ン

ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
を
持
つ
（
不

安
を
一
人
で
抱
え
込
ま
な

い
）
�
む
や
み
に
急
ぐ
相
手

に
は
疑
問
を
持
つ
（
自
身
も

焦
ら
な
い
）
�
譲
受
会
社
の

こ
と
を
知
る
・
調
べ
る
（
引

継
ぐ
先
と
し
て
遜
色
な
い

か
）。
最
後
は
、
�「
事
業
承

継
・
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー

を
利
用
す
る
」
で
す
。
国
の

事
業
と
し
て
無
料
で
相
談
を

お
受
け
し
て
い
ま
す
。
後
悔

の
な
い
Ｍ
＆
Ａ
の
た
め
に
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

独
自
の
流
通
シ
ス
テ
ム
を
築
き
、
新

鮮
で
安
心
安
全
な
日
本
の
魚
食
文
化

を
世
界
に
発
信

現
場
が
開
発
し
た
Ｉ
Ｔ
ツ
ー
ル
事
例
紹
介

大
阪
商
工
会
議
所
は
８
月
５
日
、
特
に
中
小
企
業
に
お

い
て
深
刻
化
す
る
人
材
不
足
に
対
応
す
る
た
め
、
Ｉ
Ｔ
を

活
用
し
た
生
産
性
向
上
を
目
的
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
を
開

く
。情

報
シ
ス
テ
ム
部
門
で
は
な
く
、
日
々
の
業
務
に
従
事

す
る
現
場
ス
タ
ッ
フ
自
身
が
、
自
ら
の
手
で
Ｉ
Ｔ
ツ
ー
ル

を
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
し
、
生
産
性
を
向
上
さ
せ
た
事
例
を

紹
介
す
る
。
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に
取
り
組
み
な
が
ら
、
現

場
目
線
で
課
題
を
的
確
に
捉
え
、
現
実
的
で
即
効
性
の
あ

る
Ｉ
Ｔ
ツ
ー
ル
を
構
築
さ
せ
た
企
業
担
当
者
が
登
壇
。
Ｉ

Ｔ
ツ
ー
ル
に
苦
手
意
識
の
あ
る
方
の
意
識
変
革
と
実
践
へ

の
一
歩
を
後
押
し
す
る
。
登
壇
者
は
三
利
特

殊
鋼
（
大
阪
市
西
淀
川
区
）
の
総
務
ス
タ
ッ

フ
２
人
ほ
か
。午
後
２
〜
４
時
、大
商
で
。

【
問
合
せ
】
研
修
・
採
用
支
援
担
当
�
６
９
４
４
・
６
４

９
９

大
阪
で
の
創
業
の
進
め
方
解
説

大
阪
商
工
会
議
所
は
創
業
支
援
セ
ミ
ナ
ー
、
開
業
ス
ク

ー
ル
、
女
性
起
業
家
カ
フ
ェ
（
少
人
数
制
勉
強
会
）
な
ど

の
開
催
を
通
し
て
、
起
業
ノ
ウ
ハ
ウ
の
提
供
、
起
業
家
同

士
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
な
ど
起
業
促
進
を
支
援
し
て
い

る
。
８
月
９
日
に
は
、
大
阪
府
内
で
創
業
希
望
の
方
を
対

象
と
し
た
「
創
業
の
進
め
方
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
く
。

講
師
は
、
数
多
く
の
創
業
支
援
実
績
を
持
つ
中
小
企
業

診
断
士
の
永
井
俊
二
氏
。
創
業
準
備
の
手
順
か
ら
資
金
調

達
に
必
要
と
な
る
創
業
計
画
書
作
成
の
ポ
イ
ン
ト
や
資
金

調
達
方
法
を
分
か
り
や
す
く
説
明
す
る
。
ま
た
、
支
援
事

例
か
ら
押
さ
え
て
お
く
べ
き
創
業
成
功
の
ポ

イ
ン
ト
な
ど
も
解
説
。
創
業
融
資
・
補
助
金

な
ど
の
情
報
も
提
供
す
る
。午
後
２
〜
４
時
、

大
商
で
。

【
問
合
せ
】
経
営
相
談
室
�
６
９
４
４
・
６
４
７
２

同
じ
志
の
仲
間
と
学
ぶ「
開
業
ス
ク
ー
ル
」

大
阪
商
工
会
議
所
は
８
月
２３
日
〜
９
月
２７
日
、
開
業
前

や
開
業
間
も
な
い
方
々
を
対
象
と
し
た「
開
業
ス
ク
ー
ル
」

を
全
５
回
で
開
催
す
る
。

５
回
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
は
、
収
支
計
画
、
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
な
ど
創
業
ノ
ウ
ハ
ウ
全
般
を
学
び
、
グ
ル
ー
プ
内

で
の
意
見
交
換
や
発
表
を
通
じ
て
自
身
の
事
業
計
画
の
ブ

ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
を
図
る
。
同
ス
ク
ー
ル
は
国
が
認
定
し

た
大
阪
市
の
「
特
定
創
業
支
援
等
事
業
」
と
し
て
実
施
す

る
た
め
、
８
割
以
上
受
講
し
、
修
了
し
た
方
に
は
、「
支
援

実
施
報
告
書
」
を
発
行
す
る
。

講
師
は
山
岸
祥
治
中
小
企
業
診
断
士
、
石
橋
研
一
税
理

士
・
中
小
企
業
診
断
士
、
日
本
政
策
金
融
公
庫
大
阪
創
業

支
援
セ
ン
タ
ー
の
�
上
勝
彦
所
長
ら
。
ハ
マ
リ
カ
ラ
ボ
の

濱
野
直
子
代
表
、
未
病
マ
ー
カ
ー
研
究
所
の
岡
田
隆
彦
代

表
が
起
業
体
験
を
語
る
。
最
終
回
に
は
交
流

会
を
開
く
。
午
前
１０
時
〜
午
後
４
時
（
交
流

会
は
５
時
ま
で
）、
大
阪
御
堂
筋
ビ
ル（
大
阪

市
中
央
区
）
で
。

【
問
合
せ
】
経
営
相
談
室
�
６
９
４
４
・
６
４
７
２

【
大
商
×
関
学
】
女
性
リ
ー
ダ
ー
育
成
カ
レ
ッ
ジ

大
阪
商
工
会
議
所
は
８
〜
１０
月
、
女
性
向
け
リ
カ
レ
ン

ト
教
育
の
パ
イ
オ
ニ
ア
で
あ
る
関
西
学
院
大
学
「
女
性
リ

ー
ダ
ー
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と
の
連
携
講
座
を
全
３
回
で

開
講
す
る
。

第
１
回
と
第
３
回
は
同
大
学
教
授
に
よ
る
講
義
で
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
学
ぶ
。

第
２
回
は
、
女
性
リ
ー
ダ
ー
に
よ
る
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ

ン
を
開
催
す
る
。「
第
３
回
活
躍
す
る
女
性
リ
ー
ダ
ー
表

彰
」
を
受
賞
し
た
、
南
海
商
事
の
今
中
未
余
子
常
務
取
締

役
と
理
光
フ
ロ
ー
ト
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
島
尻
佐
和
子
フ
ロ

ー
ト
事
業
部
・
品
質
管
理
部
次
長
が
登
壇
。
こ
れ
ま
で
の

キ
ャ
リ
ア
や
今
後
の
展
望
な
ど
に
つ
い
て
語
る
。

各
回
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
、
リ
ー
ダ
ー
を
目

指
す
女
性
同
士
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
こ
と
も
で

き
る
。
第
１
回
は
８
月
２６
日
午
後
２
時
３０
分

〜
５
時
、
関
西
学
院
大
学
大
阪
梅
田
キ
ャ
ン

パ
ス
（
大
阪
市
北
区
）
で
。

【
問
合
せ
】
研
修
・
採
用
支
援
担
当
�
６
９
４
４
・
６
４

９
９
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イノベーションの宝庫

第
２
章

�２�

リスク回避のため必要なこと

▼センター
のＨＰ

原
点
が
未
来
を
拓
く

さ

え

き

や
す

の
ぶ

佐
伯

保
信（
１
９
４
４
〜
）

大
起
水
産
株
式
会
社

�８０�

�２�

大
阪企企

業業
家家
のの
鑑鑑

―
経
営
者
の
名
言
―

日
本
貿
易
振
興
機
構
（
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
）

調
査
部
ア
ジ
ア
大
洋
州
課

リ
サ
ー
チ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

山
口

あ
づ
希化石燃料依存から再エネ転換めざすマレーシア

私私のの事事業業承承継継・・ＭＭ＆＆ＡＡ。。悔悔ややままなないいたためめののイイロロハハととはは？？

大
阪
府
事
業
承
継
・
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー

統
括
責
任
者

兼
田

亜
貴

Ｍ
＆
Ａ
の
悪
質
買
い
主
を

回
避
す
る

商標の先使用権に潜むリスク

リ
ス
ク
回
避
に
商
標
登
録
を

（４）２０２５年（令和７年）７月１０日 木曜日大 商 ニ ュ ー ス（第３種郵便物認可）第 号１３８０
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大
阪
商
工
会
議
所
は
、
百

貨
店
で
デ
ザ
イ
ン
性
の
高
い

リ
ビ
ン
グ
製
品
や
服
飾
雑

貨
、
大
阪
の
魅
力
が
詰
ま
っ

た
食
品
を
展
示
・
販
売
す
る

「
大
阪
ク
リ
エ
イ
ト
フ
ェ
ア
」

を
実
施
し
て
い
る
。今
回
は
、

昨
年
度
、
あ
べ
の
ハ
ル
カ
ス

近
鉄
本
店
で
開
か
れ
た
同
フ

ェ
ア
に
出
展
し
た
靴
資
材
メ

ー
カ
ー
の
事
例
を
紹
介
す

る
。

◇

新
井
商
店
は
、
１
９
５
１

年
創
業
の
靴
資
材
メ
ー
カ
ー

で
、
現
在
は
靴
底
の
製
造
販

売
を
主
軸
と
し
て
い
る
。「
大

阪
ク
リ
エ
イ
ト
フ
ェ
ア
」
で

は
、
同
社
が
手
が
け
る
「
革

の
カ
シ
ミ
ヤ
」
と
呼
ば
れ
る

鹿
の
革
を
使
用
し
た
「
履
い

た
そ
ば
か
ら
な
じ
む
靴
」
を

販
売
し
た
。
素
材
は
駆
除
さ

れ
た
野
生
の
鹿
革
。
ソ
ー
ル

は
石
油
由
来
の
原
料
を
従
来

品
よ
り
約
３０
�
削
減
し
た
エ

コ
な
軽
量
ウ
レ
タ
ン
ソ
ー
ル

を
開
発
し
、
地
球
環
境
に
配

慮
し
た
靴
作
り
に
取
り
組

む
。大

阪
ク
リ
エ
イ
ト
フ
ェ
ア

に
は
昨
年
度
、初
め
て
出
展
。

「
百
貨
店
で
の
販
売
が
初
め

て
で
戸
惑
う
こ
と
も
多
か
っ

た
が
、
陳
列
や
接
客
に
つ
い

て
な
ど
ノ
ウ
ハ
ウ
を
得
る
こ

と
が
で
き
た
。
取
引
の
信
用

力
と
な
る
百
貨
店
で
の
納
品

実
績
を
得
た
こ
と
に
よ
り
、

商
談
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
む
よ

う
に
な
り
、
販
路
拡
大
に
つ

な
が
っ
て
い
る
」
と
出
展
の

手
ご
た
え
を
感
じ
て
い
る
。

「
日
本
の
里
山
が
育
て
た

鹿
革
を
日
本
の
職
人
の
手
で

靴
に
仕
立
て
る
、
そ
し
て
そ

の
靴
を
履
き
心
地
に
こ
だ
わ

る
消
費
者
に
届
け
て
い
き
た

い
」
と
同
社
の
新
井
康
之
営

業
部
長
は
意
気
込
む
。

◆
新
井
商
店

所
在
地
�
大
阪
市
生
野
区

代
表
者
�
新
井
通
敬

業
務
内
容
�
靴
資
材
メ
ー
カ

ー【
問
合
せ
】
流
通
・
サ
ー
ビ

ス
産
業
部
�
６
９
４
４
・
６

４
９
３

大
阪
商
工
会
議
所
は
７
月

１４
日
、
メ
タ
バ
ー
ス
関
連
産

業
に
お
け
る
事
業
開
発
、
共

創
を
促
進
す
る
「
メ
タ
バ
ー

ス
ビ
ジ
ネ
ス
創
出
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
」
第
５
回
例
会
を

開
く
。

基
調
講
演
で
は
、M

eta
Platform

s
T
echnol

ogies

の
中
島
耕
一
郎
・

Ｂ
２
Ｂ
事
業
開
発
担
当
部
長

が
、
Ｘ
Ｒ
技
術
を
用
い
た
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
活
動
に
つ
い

て
、
海
外
事
例
を
交
え
な
が

ら
解
説
す
る
。
ロ
ッ
ク
ウ
ェ

ル
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
ジ
ャ

パ
ン
が
「
メ
タ
バ
ー
ス
×
製

造
業
」
を
テ
ー
マ
に
デ
ジ
タ

ル
ツ
イ
ン
を
自
社
の
ビ
ジ
ネ

ス
に
活
用
す
る
方
法
を
説

明
。
ま
た
、
大
日
本
印
刷
が

「
メ
タ
バ
ー
ス
×
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
」
を
テ
ー
マ
に
、
Ｘ

Ｒ
技
術
や
メ
タ
バ
ー
ス
を
用

い
た
企
業
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

戦
略
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

製
造
業
の
現
場
教
育
に
適

し
た
Ｍ
Ｒ
ア
プ
リ
や
最
新
の

メ
タ
バ
ー
ス
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ

ー
ム
な
ど
、
Ｘ
Ｒ
機
器
や
コ

ン
テ
ン
ツ
を
体
験
で
き
る
ブ

ー
ス
も
設
置
す
る
。
午
後
１

〜
４
時
、
大
商
で
。

【
問
合
せ
】
産
業
・
技
術
振

興
担
当
�
６
９
４
４
・
６
３

０
０

大阪商工会議所は８月１日、
協同組合関西ファッション連合
とともに、「大阪ファッション産
業振興フォーラム第２１回例会」
を開く。
今回は、２０２５年大阪・関西万

博の各パビリオンのユニフォー
ムデザイナー（小出真人・one
dots代表【大阪ヘルスケアパビ
リオン】、谷川円・エムズの商品
戦略本部執行役員兼商品本部長
マーケティング・開発デザイン
企画部デザイナー【ガスパビリ
オン】、大坪岳人・ゴールドウイ

ンのゴールドウイン事業本部ニ
ュートラルワークス事業部長
【「未来の都市」カナデビアブー
ス】）が、実際のユニフォームを
持参し、デザインのこだわりを
紹介する。繊研新聞の記者も交
えトークセッションを行う。終
了後はデザイナーと交流できる
時間を設ける。同例会の開始前
に繊維部会の議事がある。
午後２～４時、大商で。

問合せ 流通・サービス産業部
�６９４４・６４９３

◆次期万博開催国�サウジアラビ
ア�の最新動向セミナー
２０２５年大阪・関西万博に続き、

２０３０年に万博開催が決定したサウ
ジアラビアの経済・社会改革の現
状と展望について、元外交官で、
長年中東地域の政治・経済に精通
する三菱総合研究所の中川浩一主
席研究員・チーフコンサルタント
が解説する。
サウジアラビア・リヤド万博の

準備状況や大阪・関西万博のサウ
ジアラビアパビリオン関係者によ
るプレゼンテーションも予定。
日 時 ７月２２日１４：００～１６：００
場 所 大阪商工会議所
問合せ 国際部

�６９４４・６４００

◆地域間連携スタートアップ販路
開拓支援プログラム「ＣＯＬＵＭ
ＢＵＳ」
大阪商工会議所は、地域の枠を

超えたスタートアップの販路開拓
支援事業を実施する。７月２２日に
仙台、同２３日に札幌で各地域の事
業会社とスタートアップとのマッ
チングイベントを行う。
イベントでは、各地域（仙台、

札幌）に加え、京阪神エリアから
もスタートアップが登壇。近接覚
センサを応用した今までにないロ
ボットハンドをはじめ、海洋関連
のビッグデータの収集、分析によ
るアプリケーション開発など、先
端テクノロジーを有するスタート
アップが事業会社との連携に向け
てピッチを行う。
会場では各地域の事

業会社とのネットワー
キングの時間も設け
る。

問合せ 産業・技術振興担当
�６９４４・６３００

◆大阪企業家ミュージアム講演会
「『暮らしをつくる』象印マホービ
ン～食と暮らしのソリューション
ブランドを目指して」
２０１８年に創業１００年を迎えた象
印マホービン。創業者市川銀三郎
氏の企業家精神を受け継ぎ歩んで
きた同社の沿革や現在の姿、大阪
・関西万博での取り組み、今後の
展開など次の１００年に向けた伝統
と革新について同社広報部まほう
びん記念館の杉山一美館長が講演
する。
日 時 ７月２９日１５：００～１６：１５
場 所 大阪企業家ミュージアム
問合せ 大阪企業家ミュ

ージアム
�４９６４・７６０１

◆２０２５年大阪・関西万博で世界を
知ろう～「万博１７０年の歩みと現代
社会へのメッセージ」
京都大学大学院教育学研究科の

佐野真由子教授が、１８５１年に開催
された「第１回ロンドン万国博覧

会」以降、万博の１７０年の系譜・通
史をたどりながら、２０２５年大阪・
関西万博がどのような歴史的位置
づけにあり、日本・世界にどのよ
うな変化や価値をもたらすことが
期待されるのかについて語る。
日 時 ８月７日１４：００～１５：３０
場 所 大阪企業家ミュージアム
問合せ 大阪企業家ミュ

ージアム
�４９６４・７６０１

◆紙・印刷部会
終了後、名刺交換会を実施

日 時 ７月１４日１３：４５～１４：４５
場 所 大阪商工会議所
議題� 副部会長の選任
議題� 常任委員の委嘱
議題� 講演「紙・印刷業界で持

続的に成長する企業の要
諦～縮小する市場で好業
績を生む経営」日本印刷
技術協会の藤井建人シニ
アフェロー

問合せ 企画広報室
�６９４４・６３０４

◆繊維部会
講演は「大阪ファッション産業

振興フォーラム第２１回例会」とし
て開催する。
日 時 ８月１日１４：００～１６：００
場 所 大阪商工会議所
議題� 万博繊維ファッション産

業出展企画説明
議題� 講演「デザイナーに聞く

�パビリオンユニフォー
ムから楽しむ万博」

問合せ 流通・サービス産業部
�６９４４・６４９３

「履いたそばからなじむ靴」は駆除された野生
の鹿の革を使用している

大
阪
商
工
会
議
所
は
７
月

２８
日
、
次
世
代
技
術
・
産
業

に
お
け
る
新
事
業
創
出
プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
「
次
世
代
テ

ッ
ク
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
２
０

２
５
年
度
第
１
回
「
モ
ビ
リ

テ
ィ
ク
ラ
ス
タ
ー
会
議
」
を

開
く
。

今
回
は
、
モ
ビ
リ
テ
ィ
の

電
動
化
に
不
可
欠
な
技
術
を

テ
ー
マ
に
取
り
上
げ
る
。
電

動
航
空
機
の
貨
物
輸
送
へ
の

取
り
組
み
を
進
め
る
双
日
が

基
調
講
演
を
行
う
。
そ
の
ほ

か
、
車
体
軽
量
化
に
寄
与
す

る
超
大
型
ア
ル
ミ
ダ
イ
カ
ス

ト
技
術
「
ギ
ガ
キ
ャ
ス
ト
」

を
開
発
し
た
リ
ョ
ー
ビ
と
モ

ー
タ
ー
の
省
エ
ネ
性
能
と
高

効
率
を
実
現
す
る
コ
ア
を
開

発
し
た
ネ
ク
ス
ト
コ
ア
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
ズ
の
２
社
が
事
例

発
表
と
参
加
者
へ
の
協
業
提

案
を
行
う
。
そ
の
後
、
登
壇

者
全
員
で
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
を
行
う
。
午
後
２

時
〜
４
時
３０
分
、
大
商
で
。

【
問
合
せ
】
産
業
・
技
術
振

興
担
当
�
６
９
４
４
・
６
３

０
０

大
阪
商
工
会
議
所
は
、
１１

月
５
〜
１１
日
、
あ
べ
の
ハ
ル

カ
ス
近
鉄
本
店
（
大
阪
市
阿

倍
野
区
）
で
「
大
阪
ク
リ
エ

イ
ト
フ
ェ
ア
」
を
開
く
。

同
フ
ェ
ア
は
、
大
阪
発
の

デ
ザ
イ
ン
性
が
高
い
リ
ビ
ン

グ
製
品
や
服
飾
雑
貨
、
食
品

の
販
路
開
拓
や
認
知
度
向
上

を
図
る
と
と
も
に
、
才
能
あ

る
ク
リ
エ
イ
タ
ー
の
発
掘
・

育
成
を
通
じ
、
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
関
連
産
業
の
振
興
を
図

る
も
の
。

生
活
用
品
や
家
具
、文
具
、

家
電
、
子
ど
も
用
品
、
服
飾

雑
貨
、
食
品
（
そ
の
場
で
調

理
を
必
要
と
す
る
も
の
を
除

く
）
な
ど
が
対
象
。
在
阪
の

生
活
雑
貨
製
造
・
卸
売
・
小

売
・
食
品
製
造
業
者
や
ク
リ

エ
イ
タ
ー
な
ど
が
製
作
に
携

わ
っ
て
い
る
こ
と
が
条
件
。

出
品
の
応
募
は
８
月
８
日
ま

で
。
書
類
選
考
・
実
物
選
考

を
経
て
出
展
者
を
決
定
す

る
。

【
問
合
せ
】
流
通
・
サ
ー
ビ

ス
産
業
部
�
６
９
４
４
・
６

４
９
３�中小企業専門の採用支援

�コネクトグロー／代表 押元啓介
�０６・７１７７・９５５５

中小企業が抱える人材確保や定着の課
題に対し、経営戦略
に沿った支援で、長
期的な採用
体制づくり
を支援して
います。

�企業を支える総合金融企業

出光クレジット�
�０３・６８９０・０３７５

当社は、クレジットカード事業をはじ
め、リース、保証ファクタリングなど、
ビジネスにおける課題解決を目的とした
事業を展開しております。石油系唯一の
総合フィナンシャル企業として、お客さ
まの多様なニーズにお応えするため、幅
広いサービスを提供してまいります。

大
阪
商
工
会
議
所
は
７
月

２９
日
、「
次
世
代
テ
ッ
ク
フ
ォ

ー
ラ
ム
」
の
２
０
２
５
年
度

第
１
回
「
Ｎ
ｅ
ｏ
マ
テ
リ
ア

ル
ク
ラ
ス
タ
ー
会
議
」
を
開

く
。「次

世
代
パ
ワ
ー
半
導
体
」

が
テ
ー
マ
。
東
京
エ
レ
ク
ト

ロ
ン
が
半
導
体
業
界
の
技
術

ト
レ
ン
ド
に
つ
い
て
解
説
す

る
。
そ
の
ほ
か
、
次
世
代
パ

ワ
ー
半
導
体
の
研
究
開
発
を

行
う
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
で
あ

る
Ｐ
ａ
ｔ
ｅ
ｎ
ｔ
ｉ
ｘ
と
Ｅ

Ｄ
Ｐ
の
２
社
が
登
壇
し
、
開

発
動
向
や
共
創
に
向
け
た
ニ

ー
ズ
を
紹
介
。
ま
た
、
誠
南

工
業
が
多
品
種
少
量
生
産
に

対
応
す
る
ミ
ニ
マ
ル
フ
ァ
ブ

に
つ
い
て
情
報
提
供
す
る
。

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
国

立
研
究
開
発
法
人
産
業
技
術

総
合
研
究
所
の
赤
井
智
子
関

西
セ
ン
タ
ー
審
議
役
。
会
議

終
了
後
、
名
刺
交
換
会
・
ネ

ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
も
あ
る
。

午
後
２
〜
５
時
、大
商
で
。

【
問
合
せ
】
産
業
・
技
術
振

興
担
当
�
６
９
４
４
・
６
３

０
０

大
阪
商
工
会
議
所
と
大
阪

工
業
大
学
が
運
営
す
る
都
心

型
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
拠
点
「
Ｘ
ｐ
ｏ
ｒ
ｔ
（
ク

ロ
ス
ポ
ー
ト
）」
は
７
月
１４

日
、
多
様
な
企
業
や
学
生
と

の
交
流
を
促
進
し
、
新
規
事

業
開
発
の
気
づ
き
や
ビ
ジ
ネ

ス
パ
ー
ト
ナ
ー
を
見
出
す
た

め
、「
会
員
情
報
交
換
会
」
を

開
く
。

学
生
と
の
交
流
促
進
事
業

と
し
て
実
施
し
て
い
る
「
Ｒ

Ｄ
ク
ラ
ブ
」
と
「
ｅ
ｓ
ｐ
ｏ

ｒ
ｔ
ｓ
テ
ク
ノ
カ
フ
ェ
」
に

つ
い
て
、
実
際
に
参
画
し
て

い
る
企
業
や
先
生
が
活
動
の

目
標
を
紹
介
す
る
。
大
阪
工

業
大
学
の
学
生
と
の
ｅ
ｓ
ｐ

ｏ
ｒ
ｔ
ｓ
対
戦
イ
ベ
ン
ト
も

実
施
。

午
後
６
〜
９
時
、
Ｘ
ｐ
ｏ

ｒ
ｔ
（
大
阪
市
北
区
）
で
。

【
問
合
せ
】
産
業
・
技
術
振

興
担
当
�
６
９
４
４
・
６
３

０
０

大阪クリエイトフェア

大阪発すてきなもの発信
１１月５～１１日、あべのハルカス近鉄本店で

百貨店納品実績で商談円滑に

大
商
事
業
・
活
用
事
例
を
紹
介
し
ま
す
�

Ｎ
ｅ
ｏ
マ
テ
リ
ア
ル
ク
ラ
ス
タ
ー
会
議

�
大
阪
ク
リ
エ
イ
ト
フ
ェ
ア
�

テ
ー
マ
は�
次
世
代
パ
ワ
ー
半
導
体
�

１９５１年創業の靴資材メーカー

▼詳細は
こちら

Ｘｐｏｒｔ
学
生
と
の
交
流
を
促
進

ｅ
ス
ポ
ー
ツ
で
対
戦
も

▼会社の
ＨＰは
こちら

▼事業の
詳細は
こちら

▼詳細は
こちら

▼詳細は
こちら

メ
タ
バ
ー
ス
の
製
造
業
へ
の
活
用

効
果
的
な
広
報
・
Ｐ
Ｒ
戦
略
も
考
え
る

次世代テック
フォーラム

テ
ー
マ
は�
モ
ビ
リ
テ
ィ
の

電
動
化
に
不
可
欠
な
技
術
�

▼詳細は
こちら

▼詳細は
こちら

デデザザイイナナーーにに聞聞くく��パパビビリリオオンンユユニニフフォォーームムかからら楽楽ししむむ万万博博

▼札幌は
こちら

２０２５年（令和７年）７月１０日 木曜日大 商 ニ ュ ー ス（第３種郵便物認可）第 号１３８０（５）



大商ビジネススクール
研修・採用支援担当☎6944・6421
場所は原則、大商で。
kensyu2@osaka.cci.or.jp
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部下との信頼関係を築き、誰もが働きやすい職場環境をつく部下との信頼関係を築き、誰もが働きやすい職場環境をつくる部下との信頼関係を築き、誰もが働きやすい職場環境をつくる部下との信頼関係を築き、誰もが働きやすい職場環境をつくる
人 を 伸 ば し 人 を 育 て る 叱 り 方 講人 を 伸 ば し 人 を 育 て る 叱 り 方 講 座人 を 伸 ば し 人 を 育 て る 叱 り 方 講 座人 を 伸 ば し 人 を 育 て る 叱 り 方 講 座

や さ し い 決 算 書 の 読 み 方 講や さ し い 決 算 書 の 読 み 方 講 座や さ し い 決 算 書 の 読 み 方 講 座や さ し い 決 算 書 の 読 み 方 講 座
決算書の知識がゼロでも安心してご受講いただけます

「知っていること」「できること」を人に教えるための秘訣を伝授「知っていること」「できること」を人に教えるための秘訣を伝授「知っていること」「できること」を人に教えるための秘訣を伝授「知っていること」「できること」を人に教えるための秘訣を伝授
社 内 講 師 を す る 人 の た め の 教 え 方 講社 内 講 師 を す る 人 の た め の 教 え 方 講 座社 内 講 師 を す る 人 の た め の 教 え 方 講 座社 内 講 師 を す る 人 の た め の 教 え 方 講 座

相手の心をつかみ「ＹＥＳ」を引き出す！交渉スキル向上講座相手の心をつかみ「ＹＥＳ」を引き出す！交渉スキル向上講座相手の心をつかみ「ＹＥＳ」を引き出す！交渉スキル向上講座相手の心をつかみ「ＹＥＳ」を引き出す！交渉スキル向上講座
ビジネスに、あらゆるシーンに活かせる「交渉力」を磨ビジネスに、あらゆるシーンに活かせる「交渉力」を磨くビジネスに、あらゆるシーンに活かせる「交渉力」を磨くビジネスに、あらゆるシーンに活かせる「交渉力」を磨く 人事担当者が知っておくべき法律トラブル実務講座人事担当者が知っておくべき法律トラブル実務講座人事担当者が知っておくべき法律トラブル実務講座人事担当者が知っておくべき法律トラブル実務講座

経験豊富な弁護士が、よくある紛争事例と一歩先を行く最新の実務対応を解説経験豊富な弁護士が、よくある紛争事例と一歩先を行く最新の実務対応を解説経験豊富な弁護士が、よくある紛争事例と一歩先を行く最新の実務対応を解説経験豊富な弁護士が、よくある紛争事例と一歩先を行く最新の実務対応を解説

																																	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	 																																

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

明日から「広報を担当してください」と言われても大丈明日から「広報を担当してください」と言われても大丈夫明日から「広報を担当してください」と言われても大丈夫明日から「広報を担当してください」と言われても大丈夫
広報初心者・「広報を始めたい」経営者のためのＰＲ入門基礎講座広報初心者・「広報を始めたい」経営者のためのＰＲ入門基礎講座広報初心者・「広報を始めたい」経営者のためのＰＲ入門基礎講座広報初心者・「広報を始めたい」経営者のためのＰＲ入門基礎講座


































































 




































































ドラッカーに学ぶ経営幹部のためのマネジメント講座ドラッカーに学ぶ経営幹部のためのマネジメント講座ドラッカーに学ぶ経営幹部のためのマネジメント講座ドラッカーに学ぶ経営幹部のためのマネジメント講座
発展し続ける組織になるために、会社の未来価値を創造する発展し続ける組織になるために、会社の未来価値を創造する発展し続ける組織になるために、会社の未来価値を創造する

締め切りを決め、先延ばしを防ぐための必須スキ締め切りを決め、先延ばしを防ぐための必須スキル締め切りを決め、先延ばしを防ぐための必須スキル締め切りを決め、先延ばしを防ぐための必須スキル
若手・中堅社員のための仕事の段取りと時間管理術講座若手・中堅社員のための仕事の段取りと時間管理術講座若手・中堅社員のための仕事の段取りと時間管理術講座若手・中堅社員のための仕事の段取りと時間管理術講座
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大阪商工会議所は「人事担当
者が知っておくべき法律トラブ
ル実務講座」を開催する。
人事トラブル・紛争は類似し

た状況で生じており、あらかじ
めポイントを把握しておくこと
で、適切に紛争を回避できる。
同講座では、裁判での紛争事

例を紹介するほか、就業規則の

整備などの実務
対応策を解説。
講師は、色川

法律事務所の鈴
木蔵人弁護士。
８月

２１日午
後１～５時。オンライ
ン受講可。

大阪商工会議所は「相手の心
をつかみ『YES』を引き出す�交
渉スキル向上講座」を開催する。
交渉ごとは私たちの身の回り

にあふれているが、学校や会社
でしっかりと学ぶ機会は少な
い。ビジネスの現場では社外だ
けでなく社内でも交渉力は要求
され、特に営業職の方は、交渉
術に長けていると結果にも如実
に反映される。
同講座では、相手の心をつか

んで、「YES」を
引き出すための
テクニックを、
心理学やコミュ
ニケーションス
キルをベースに
実践的に学ぶ。

講師は、セルフ・インプルー
ブの和田勉代表取締
役。
８月７日午前１０時～
午後５時。

大阪商工会議所は「人を伸ば
し人を育てる叱り方講座」を開
催する。
管理職やリーダーには部下の

メンタルヘルス対策と働きやす
い職場環境づくりが求められ
る。
同講座では、自信をもって部

下育成すること、部下の良さを
伸ばし、皆が働きやすい職場環
境をつくることを目的に、人を
伸ばす叱り方の重要性に気付く

とともに、管理
職・リーダーと
して部下から信
頼されるための
正しい叱り方と
様々なかかわり
方を習得する。

講師は、マーブルイノベーシ
ョンの松尾久美子代表
取締役。
７月２９日午後１～５
時。

鈴木蔵人氏
和田勉氏

大阪商工会議所は「若手・中
堅社員のための仕事の段取りと
時間管理術講座」を開催する。
同講座では、目標までの仕事

の分解、必要な時間の見積もり、
計画の日常業務への落とし込み
方法などを指導する。「仕事の段
取り」や「計画性」を体系的に
学ぶことで、社員が早期戦力化

し、働き方改革
にも役立てる。
講師は、ビズ

アーク時間管理
術研究所の水口
和彦社
長。

８月２６日午前１０時～
午後５時。

松尾久美子氏

大阪商工会議所は「ドラッカ
ーに学ぶ経営幹部のためのマネ
ジメント講座」を開催する。
ここ数年、事業を取り巻く環

境は目まぐるしく激変し、経営
層にとって、今後どのように会
社を成長させるのか、自社の「未
来」へ向けた課題が悩みの種と
なっている。
同講座では、経営者に求めら

れるマネジメントスキルを、ド
ラッカー思想に基づくカリキュ

ラムで「経営計
画編」「部門マネ
ジメント編」「人
材育成編」の３
部構成で解説す
る。
講師は、御堂

筋税理士法人／組織デザイン研
究所の恩田恭平経営コ
ンサルタント。
８月８日午前１０時～

午後５時。

大阪商工会議所は「やさしい
決算書の読み方講座」を開催す
る。
同講座は、「受講修了直後から

決算書を読める、理解できる」
ようになることを目標に、グル
ープワークやディスカッション
を通じて、決算書の構造やそこ
から見える企業活動の特徴や問
題を理解・分析できる力を身に
つける。簿記や経理の知識は不
問。

前回参加者か
らは「実践的な
資料でわかりや
すかった」「自社
の売り上げの改
善点を探してい
きたい」などの

声が寄せられている。
講師は、フラッグシ

ップ経営の長尾康行社
長。８月５日午前１０時
～午後５時。

水口和彦氏

恩田恭平氏

大
阪
商
工
会
議
所
は
、
活
躍
す
る
女
性

リ
ー
ダ
ー
を
応
援
す
る
表
彰
事
業
を
実
施

し
て
い
る
。
当
欄
で
は
同
事
業
の
受
賞
者

を
紹
介
す
る
。

◇

２
０
０
７
年
に
物
流
課
に
パ
ー
ト
で
入

社
。
丁
寧
に
仕
事
を
重
ね
、
１８
年
に
正
社

員
に
登
用
。
現
場
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
教
育

に
も
携
わ
る
。転
機
は
２１
年
、ダ
イ
バ
ー
シ

テ
ィ
推
進
室
へ
の
異
動
。
障
が
い
者
雇
用

の
ゼ
ロ
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
を
任
さ
れ
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
実
習
先
が
見
つ
か
ら
ず
困

っ
て
い
た
障
が
い
者
支
援
学
校
に
対
し

て
、
感
染
対
策
を
整
え
て
受
け
入
れ
を
推

進
。
そ
の
献
身
的
な
姿
勢
が
評
価
さ
れ
、

多
く
の
現
場
実
習
の
申
し
込
み
や
入
社
に

つ
な
が
っ
た
。
業
務
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整
備

や
支
援
に
つ
な
が
る
資
格
の
取
得
、
現
場

研
修
な
ど
、
地
道
な
改
善
を
積
み
重
ね
、

今
で
は
２３
人
の
障
が
い
者
ス
タ
ッ
フ
を
管

理
・
支
援
す
る
ジ
ョ
ブ
コ
ー
チ
に
就
任
。

障
が
い
者
ス
タ
ッ
フ
が
中
心
と
な
り
一
つ

の
業
務
を
完
遂
で
き
る
よ
う
な
組
織
編
成

へ
の
改
革
を
推
進
す
る
こ
と
で
、
自
信
や

自
立
の
醸
成
に
つ
な
が
っ
た
結
果
、
定
着

率
は
９０
％
を
超
え
、
８
人
が
親
元
を
離
れ

て
自
立
生
活
を
始
め
た
。

社
内
外
で
の
研
修
や
講
演
活
動
に
も
取

り
組
み
、
２４
年
に
ブ
ル
ー
ロ
ー
ズ
表
彰
を

受
賞
。
同
社
と
し
て
も
、
２３
年
か
ら
２
年

連
続
で
大
阪
府
ハ
ー
ト
フ
ル
企
業
顕
彰
を

受
賞
し
た
。

「
制
限
や
制
約
の
あ
る
方
が
活
躍
で
き

る
職
場
づ
く
り
は
、
誰
も
が
活
躍
で
き
る

職
場
に
つ
な
が
る
」
と
語
る
そ
の
姿
は
、

現
場
か
ら
誰
も
が
活
躍
で
き
る
未
来
を
つ

く
る
リ
ー
ダ
ー
そ
の
も
の
だ
。

長尾康行氏

大阪商工会議所は「広報初心
者・『広報を始めたい』経営者
のためのＰＲ入門基礎講座」を
開催する。
同講座では、広報の本質（�

社会から応援されること）を理
解し、実際にどうすればいいの
かを学ぶ。「明日から広報を担当
してください」と言われても大
丈夫になる４時間。
自社にも広報が必要とお考え

の経営者や、既
存の広報に悩ん
でいる方が対
象。
講師は、広報

ジャーナリスト
として活躍して

いる、PR's Labo.の堀
美和子代表。
８月２０日午後１～５

時。

大阪商工会議所は「社内講師
をする人のための教え方講座」
を開催する。
社内で新人や若手社員に知識

やノウハウを教えなければなら
ない方や部下指導で悩んでいる
方を対象に、自分が「知ってい
ること」「できること」を人に教
えるための秘訣を伝授する。
講師は、日本プレゼンテーシ

ョン教育協会の
西原猛代表理
事。
８月６日午前

１０時３０分～午後
５時３０分、ワン
ストッ

プビジネスセンター大
阪本町（大阪市西区）
で。

堀美和子氏

西原猛氏

�人を育てるための実践心理学
入門講座
大阪商工会議所は「人を育てる

ための実践心理学入門講座」を実
施する。
人を育てる上で、悩みは尽きな

い。人を育てるためには、心の仕

組みである「７つのプロセス」と
「５つの行動」の両輪を理解する
ことが鍵となる。
同講座では、コミュニケーショ

ン心理学に基づき、２万人以上に、
人が自ら動く心の仕組みを伝授し
てきた講師が、人が育つための鍵
について解説する。

日 時 ７月１５日１３：００～１７：００
講 師 心財育成の安達美由紀代

表取締役

�（一般社員向け）ハラスメン
ト対策研修
大阪商工会議所は「（一般社員向

け）ハラスメント対策研修」を開
催する。
同講座では、具体的な事例をも

とに、ハラスメントの基礎知識か
ら、社員一人ひとりが職場環境の
改善に貢献できるよう支援する。
さらに相手の特性を理解した上で
の効果的なコミュニケーション方
法についても学ぶ。
日 時 ７月１７日１３：００～１７：００
講 師 ビジネスプラスサポート

の麻野由佳人財育成プロ
デューサー

ＣＯ２を使った道
路用下地材やアスフ
ァルト舗装を設置
し、未来の道路の歩
き心地を体感でき
る。また、道路断面模
型で道路の地面に隠
れた部分を見たり、
実験コーナーで道路
用下地材がＣＯ２を
吸収する様子を学ぶ
ことができる。

万博閉会後に発生
する資源の有効利用
を図るため、需要と
供給をマッチングさ
せるＷｅｂシステム
「万博サーキュラー
マーケット ミャク
市�」を活用し、サ
ステナブルな万博運
営の実現に取り組
む。

提供：前田道路提供：２０２５年日本国際博覧会協会

大阪・関西万博 見どころ紹介 未来社会ショーケース

＜６８＞

ＣＯ２を利用した道づくり

女性リーダーたち活躍する

リユースマッチング

７、８月開催の講座

西 美紀 さん

ショーエイコーポレーション
ダイバーシティ推進室 課長代理

誰
も
が
働
け
る
職
場
づ
く
り
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